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新潟薬科大学の理念 

 

 

 

 

 

◆2021年度以降の入学生 

薬学研究科博士課程の教育目標及び方針（ポリシー） 

 

【教育研究上の目的】 

薬学研究科は、創薬、医療、保健衛生の分野における高度な研究能力を有し、信頼されるプ

ロフェッショナルとして社会に貢献できる人材を育成することを目的とする。 

(1) 創薬、薬物療法、保健衛生の分野において、自立できる研究者としての能力を培う。 

(2) 医療、環境、食品衛生や人類の健康増進に貢献できる指導者及び医療行政に貢献でき

る人材としての素養を培う。 

(3) 高度医療及びチーム医療を担うべく臨床能力に秀でた医療人としての素養を培う。 

 

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

薬学及びその関連領域において信頼されるプロフェッショナルとして社会に貢献できる人材を

育成する本研究科の課程を修め、修了要件として定めた単位を修得し、以下の資質・能力を

備え、かつ、博士学位論文の審査及び最終試験に合格した者に「博士（薬学）」の学位を授与

する。 

１．プロフェッショナリズム 

・信頼されるプロフェッショナルとして社会に貢献する使命感をもち、法令を遵守し、薬学に携

わる研究者としての倫理観をもって行動できる。 

・前例のない課題に対しても積極的に取り組み、解決に向けた方策を考え実行することができ

る。 

・常に自己を評価・省察し、自己研鑽を図ることができる。 

・後進指導の重要性を理解し、次世代を担う研究者を育成することができる。 

２．コミュニケーション力 

・他者を尊重し、協調・協働的に課題を解決することができる良好な人間関係を構築できる。 

・国内外に向けて研究成果を発信し、国際的な視野に立って活動できる。 

３．薬学関連領域の先進的専門知識・技能 

・生命科学、創薬科学、社会・環境薬学及び医療・臨床薬学に関する極めて高度で先進的な

『生命の尊厳に基づき、薬学及び生命科学両分野を連携させ 

た教育と研究を通して、人々の健康の増進、環境の保全、国際交

流や地域社会の発展に貢献する高い専門性と豊かな人間性を 

有する有為な人材の育成とともに、社会の進歩と文化の高揚に 

有益な研究成果の創出を本学の理念とする。』 
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専門知識・技能を修得する。 

 

４．問題発見・解決力 

・生命科学、創薬科学、社会・環境薬学及び医療・臨床薬学関連領域における諸問題を発見

し、それらの解決に必要な情報を収集・評価して論理的思考をもとに研究計画を立て、柔軟な

思考と深い洞察に基づいて研究を遂行できる。 

５．社会貢献力 

・社会が抱える諸問題を客観的・数量的に分析し、その本質を捉え、科学的・論理的な思考に

基づく解決策の提案及び研究成果を通して、信頼されるプロフェッショナルとして社会の発展

に貢献できる。 

 

【教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

薬学研究科では、生命科学、創薬科学、社会・環境薬学及び医療・臨床薬学分野における探

求を通して薬学の発展と社会に貢献できる人材を養成するために、講義、演習、実験などの

学習方略による授業科目群を配置した教育課程を編成する。 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に示した5つの資質・能力のうち、プロフェッショナリズ

ム、コミュニケーション力、社会貢献力の基礎を涵養するために「基礎科学特別授業」を初年

次及び２年次に開講し、講義・演習形式の授業を通してこれらの能力の修得を図る。高度な専

門知識と問題発見・解決力を修得するために、様々な特別授業群を配置し、講義やアクティ

ブラーニングを取り入れた授業を通してこれらの能力の修得を図る。加えて、専門とする分野・

領域における高度で先進的な専門知識を習得するために「薬学特別演習」を開講し、講義・

演習やPBL（problem-based learning）を取り入れた授業やセミナーを通してこれらの能力の修

得を図る。プロフェッショナリズム、コミュニケーション力、高度な専門技能及び問題発見・解決

力を涵養するために「薬学特別実験」を開講し、各年度当初に学生と協議の上策定する「大学

院研究指導計画書」に沿った実験・研究を通してこれらの能力の修得を図る。 

 

【評価法】 

高度で先進的な専門知識・技能に関しては、レポートや論述試験、観察記録などの各種試験

を用いて習得の度合いを測定する。プロフェッショナリズム、コミュニケーション力、問題発見・

解決力、社会貢献力に関しては、各授業科目の各種試験による測定に加えて、各年度末に

行うルーブリック等を用いたパフォーマンス評価により学修成果を確認するとともに、自己省察

を組み合わせ、能力の定着を図る。 

プロフェッショナリズム、コミュニケーション力、問題発見・解決力の修得の証として作成する学

位論文は、「薬学特別実験」を通して得た研究成果に基づき作成し、主査1 名及び副査3 名

からなる審査委員会がその内容の評価と口頭試問を行い、その結果により合否を判定する。 

 

【入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）】 

１．求める学生像 

本研究科が求める学生像は、次のような資質と意欲を有する者である。 

・将来、人々の健康・自立を支援する専門家として社会に貢献したいという強い志と情熱をも

つ人 

・国際的な研究活動に必要とされるコミュニケーション力の素質と豊かな人間性をもつ人 

・薬学領域の最先端の知識を身に付けようとする強い学習意欲と科学的探求心をもつ人 
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２．入学前に修得が望まれる知識・能力 

・薬学を中心とした科学に関する専門知識及びそれらを応用する能力 

・薬学における問題点を設定できる研究デザイン力 

・専門知識を学び、情報を発信するために必要な語学力及びコミュニケーション能力 

 

◆2020年度までの入学生 

薬学研究科博士課程の教育目標及び方針（ポリシー） 

 

【教育研究上の目的】 

薬学研究科は、講義及び研究活動を通じて薬学分野における研究能力を培い、研究者及び

医療薬学・臨床薬学分野における指導者を育成することを目的として、次の教育目標を定め

る。 

(1) 創薬、薬物療法、保健衛生の分野において、自立できる研究者としての能力を培う。 

(2) 医療、環境、食品衛生や人類の健康増進に貢献できる指導者及び医療行政に貢献でき

る人材としての素養を培う。 

(3) 高度医療及びチーム医療を担うべく臨床能力に秀でた医療人としての素養を培う。 

 

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

本学薬学研究科博士課程は、以下の能力を身につけ、所定の単位を修得し、かつ研究活動

の成果である博士論文をまとめ、学位論文審査及び最終試験に合格した者に対して、博士

（薬学）の学位を授与する。 

１．創薬、薬物療法、保健衛生の分野においてすぐれた見識を有し、それぞれの研究テーマ

の問題点を見出し、その解決に向けた研究を組み立て、遂行し、的確にその評価を行うことが

できる。 

２．医療分野に精通し、コミュニケーションを通して豊かな人間関係を築き、倫理観と責任感を

備え、思考力・判断力を駆使して地域の健康増進や社会に貢献できる。 

 

【教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

本学薬学研究科博士課程は、基礎薬学、臨床薬学及び関連科学を包括する広い領域にて、

博士（薬学）の取得を目指す人材を養成するために以下のような教育課程を編成する。 

１．基盤となる豊かな知的学識を涵養するための「特別講義」と薬学領域の理論と実務を橋渡

しする「特別授業」の二種の講義・授業科目を開講する。「特別授業」では、ブレインストーミン

グ、KJ 法、教育ディベートなどを組み入れたアクティブラーニングを実行する。 

２．医療に精通し、コミュニケーション能力を通して豊かな人間関係を築き、倫理観と責任感を

備え、思考力・判断力を駆使する「特別演習」を開講する。 

３．医療の分野における国際的情報を精査し、問題点を見出し、その解決に向けた研究を組

み立て、遂行し、得られた成果を社会に発信して評価を受け、さらに学修に反映させていく

「特別研究」を開講する。 

４．「医療」や「健康」と密接に関連する「食」や「環境」の科学を大学院教育の中で学べるように、
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「応用生命科学特殊講義」を、２科目２単位を上限として選択できる。 

 

【入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）】 

本学薬学研究科博士課程は、課程が養成を目指す人材像に沿った次のような資質を有する

学生を受け入れる。 

１．薬学分野に限らず、高度の専門的職業人として自ら研究テーマを発掘し、その研究意義を

正しく位置づけ、研究計画を立案していけるような、自立して研究活動を行える資質を有する

人 

２．医療に関する種々の問題に直面した時に、問題点を指摘できる深い洞察力とともに、問題

解決・処理能力やマネージメント能力及びリーダーシップを発揮できるような資質を有する人 

３．医療領域や地域行政にも積極的に参加し、地域や社会に貢献する意欲のある人 
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薬学研究科博士課程の 

教育課程及び履修要領 

 

❖研究分野 

医薬品化学、医薬品素材学、医薬品物性学、機能性核酸分子治療学、医薬品作用学、病

態生化学、健康衛生科学、臨床分析化学、臨床薬物動態学、臨床薬物治療学、臨床薬剤学 

 
❖授業科目及び履修方法 

(1) 授業科目 

博士課程の授業科目は入学年度別に以下で構成されます。 

 

♦2021年度以降の入学生 

・選択必修科目 

「基礎薬学領域授業」「医療薬学領域授業」「臨床薬学領域授業」「薬剤師専門領域特別授

業」「応用生命科学領域特別授業」 

・必修科目 

「基礎科学特別授業」、「薬学特別演習」「薬学特別実験」 

 

「基礎薬学領域授業」「医療薬学領域授業」「臨床薬学領域授業」（1科目2単位）は、毎年開

講されます。「薬剤師専門領域特別授業」（1科目2単位）は、座学だけでなく医療現場での実

技や医療スタッフを交えた演習など多面的な授業形態で行います。将来の専門薬剤師の資

格取得にも繋がるものであり、隔年で開講されます。さらに「バイオ」、「食」、「環境」にも関心を

もつ次世代の薬剤師のニーズに合わせて、応用生命科学研究科の「応用生命科学領域特別

授業」（１科目１単位）を受講することも可能です。こうした選択必修科目は、課程修了時までに

計8単位以上取得することが必要です。 

履修に当たっては、当該年度に開講の選択科目の中から受講する科目を選び、指導教員

と相談の上決定してください。なお、4年次では「薬学特別実験」及び博士論文作成に集中す

るため、選択科目は1～3年次に履修することが望ましいでしょう。 

「基礎科学特別授業」は、薬学の発展と社会に貢献できる人材の基礎的力を養うために、

「法令・研究倫理の理解」「社会問題の発見や分析、解決策の提案」「TA活動を通した後進指

導」「社会貢献の現状や問題点、解決策の提案」「薬学関連領域のテーマを通した研究計画

の立案および模擬研究発表」を行います。 

「薬学特別演習」は、ユニット（研究室あるいは研究分野）ごとに行われるセミナーであり、最

新の論文の報告会（Journal Club）及びそれぞれのユニットの教員や学生が行っている研究の

経過報告（Progress Report）を行います。4年間の在学期間を通して6単位を取得しなければ

なりません。 

「薬学特別実験」は、実験を主体とした4年にわたる研究活動です。4年間の在学期間を通

して18単位を取得しなければなりません。 
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♦2020年度までの入学生 

・選択必修科目 

「特別講義」、「特別授業」、「応用生命科学研究科特殊講義」 

・必修科目 

「薬学特別演習」「薬学特別実験」 

 

「特別講義」（１科目２単位）は、主に座学で行う講義であり毎年開講されます。また、「特別

授業」（１科目２単位）は、座学だけでなく医療現場での実技や医療スタッフを交えた演習など

多面的な授業形態で行います。将来の専門薬剤師の資格取得にも繋がるものであり、隔年で

開講されます。さらに「バイオ」、「食」、「環境」にも関心をもつ次世代の薬剤師のニーズに合わ

せて、応用生命科学研究科の「特殊講義」（１科目１単位）を受講することも可能です。こうした

選択科目は課程修了時までに６単位以上取得することが必要です。このとき応用生命科学研

究科の「特殊講義」は２科目２単位を上限として、６単位の中に含めることができます。 

履修に当たっては、当該年度に開講の選択科目の中から受講する科目を選び、指導教員

と相談の上決定してください。なお、４年次では「薬学特別実験」及び博士論文作成に集中す

るため、選択科目は１～３年次に履修することが望ましいでしょう。 

「薬学特別演習」はユニット（研究室あるいは研究分野）ごとに行われるセミナーであり、最新

の論文の報告会（Journal Club）及びそれぞれのユニットの教員や学生が行っている研究の経

過報告（Progress Report）を行います。４年間の在学期間を通して計８単位を取得しなければ

なりません。 

「薬学特別実験」は、実験を主体とした４年にわたる研究活動です。４年間の在学期間を通

して計２１単位を取得しなければなりません。 

 

(2) 授業時間 

第１時限 １９：００～１０：３０ 

第２時限 １０：４０～１２：１０ 

第３時限 １３：１０～１４：４０ 

第４時限 １４：５０～１６：２０ 

第５時限 １６：３０～１８：００ 

第６時限 １８：１０～１９：４０ 

 

 

(3) 単位数数 

特別講義、特別授業：９０分授業×１５回 ２単位 

特殊講義（応用生命科学研究科開講）：９０分授業×８回 １単位 
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表１の１ 薬学研究科授業科目表〔令和４年度以降の入学生に適用〕 

科目区分 授業科目名 単位数 修了要件 

基礎科学特別授業 基礎科学特別授業 3 必修 

特
別
授
業 

基礎薬学領域 

授業 

医薬品化学特別授業 2 

2
単
位
以
上
選
択
必
修 

8
単
位
以
上
選
択
必
修 

医薬品素材学特別授業 2 

医薬品物性学特別授業 2 

医療薬学領域 

授業 

医薬品作用学特別授業 2 

病態生化学特別授業 2 

健康衛生科学特別授業 2 

臨床薬学領域 

授業 

臨床分析化学特別授業 2 

臨床薬物動態学特別授業 2 

臨床薬物治療学特別授業 2 

臨床薬剤学特別授業 2 

薬剤師専門領域特

別授業 

がん薬物療法特別授業 2 

  

糖尿病薬物療法特別授業 2 

感染症制御特別授業 2 

緩和薬物療法特別授業 2 

精神科薬物療法特別授業 2 

妊婦・授乳婦薬物療法特別授業 2 

レギュラトリーサイエンス特別授業 2 

予防薬学特別授業 2 

循環器疾患治療特別授業 2 

臨床医薬品副作用学特別授業 2 

災害薬学特別授業 2 

応
用
生
命
科
学
領
域
特
別
授
業 

動物細胞工学特殊講義 1 

生体分子化学特殊講義 1 

植物分子細胞学特殊講義 1 

環境工学特殊講義 1 

グリーンケミストリー特殊講義 1 

応用微生物学特殊講義 1 

食品分析学特殊講義 1 

食品機能化学特殊講義 1 

グリーンプロセス・食品工学特殊講義 1 

食品安全学特殊講義 1 

分子科学特殊講義 1 

総合科目 
薬学特別演習 6 必修 

薬学特別実験 18 必修 

合          計 35 単位以上 
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表１の２ 薬学研究科授業科目表〔令和 3 年度入学生に適用〕 

科目区分 授業科目名 単位数 修了要件 

基礎科学特別授業 基礎科学特別授業 3 必修 

特
別
授
業 

基礎薬学領域 

授業 

医薬品化学特別授業 2 

2
単
位
以
上
選
択
必
修 

8
単
位
以
上
選
択
必
修 

医薬品素材学特別授業 2 

医薬品物性学特別授業 2 

医療薬学領域 

授業 

医薬品作用学特別授業 2 

病態生化学特別授業 2 

健康衛生科学特別授業 2 

臨床薬学領域 

授業 

臨床分析化学特別授業 2 

臨床薬物動態学特別授業 2 

臨床薬物治療学特別授業 2 

臨床薬剤学特別授業 2 

薬剤師専門領域特

別授業 

がん薬物療法特別授業 2 

  

糖尿病薬物療法特別授業 2 

感染症制御特別授業 2 

緩和薬物療法特別授業 2 

精神科薬物療法特別授業 2 

妊婦・授乳婦薬物療法特別授業 2 

レギュラトリーサイエンス特別授業 2 

予防薬学特別授業 2 

循環器疾患治療特別授業 2 

臨床医薬品副作用学特別授業 2 

災害薬学特別授業 2 

応
用
生
命
科
学
領
域
特
別
授
業 

動物細胞工学特殊講義 1 

ケミカルバイオロジー特殊講義 1 

植物分子細胞学特殊講義 1 

環境工学特殊講義 1 

グリーンケミストリー特殊講義 1 

応用微生物学特殊講義 1 

食品分析学特殊講義 1 

栄養生化学特殊講義 1 

グリーンプロセス・食品工学特殊講義 1 

食品安全学特殊講義 1 

食品酵素学特殊講義 1 

分子科学特殊講義 1 

総合科目 
薬学特別演習 6 必修 

薬学特別実験 18 必修 

合          計 35 単位以上 
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表１の３ 薬学研究科授業科目表〔平成 31 年度入学生に適用〕 

科目区分 授業科目名 単位数 修了要件 

特
別
講
義 

基礎薬学領域 

医薬品化学特別講義 2 

４
単
位
以
上
選
択
必
修 

６
単
位
以
上
選
択
必
修
（ 

応
用
生
命
科
学
研
究
科
特
殊
講
義
か
ら
選
択
可
） 

医薬品素材学特別講義 2 

医薬品物性学特別講義 2 

医療薬学領域 

医薬品作用学特別講義 2 

病態生化学特別講義 2 

健康衛生科学特別講義 2 

臨床薬学領域 

臨床分析化学特別講義 2 

臨床薬物動態学特別講義 2 

臨床薬物治療学特別講義 2 

臨床薬剤学特別講義 2 

特別授業 

がん薬物療法特別授業 2 

糖尿病薬物療法特別授業 2 

感染症制御特別授業 2 

緩和薬物療法特別授業 2 

精神科薬物療法特別授業 2 

妊婦・授乳婦薬物療法特別授業 2 

レギュラトリーサイエンス特別授業 2 

予防薬学特別授業 2 

循環器疾患治療特別授業 2 

臨床医薬品副作用学特別授業 2 

災害薬学特別授業 2 

応
用
生
命
科
学
研
究
科
特
殊
講
義 

応
用
生
命
科
学
領
域 

動物細胞工学特殊講義 1 

 
 

ケミカルバイオロジー特殊講義 1 

植物分子細胞学特殊講義 1 

環境工学特殊講義 1 

グリーンケミストリー特殊講義 1 

応用微生物学特殊講義 1 

食品分析学特殊講義 1 

栄養生化学特殊講義 1 

グリーンプロセス・食品工学特殊講義 1 

食品安全学特殊講義 1 

食品酵素学特殊講義 1 

分子科学特殊講義 1 

総合科目 
薬学特別演習 8 必修 

薬学特別実験 21 必修 

合          計 35 単位以上 
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表１の４ 薬学研究科授業科目表〔平成３０年度の入学生に適用〕 

科目区分 授業科目名 単位数 修了要件 

特
別
講
義 

基礎薬学領域 

医薬品化学特別講義 2 

４
単
位
以
上
選
択
必
修 

６
単
位
以
上
選
択
必
修
（ 

応
用
生
命
科
学
研
究
科
特
殊
講
義
か
ら
選
択
可
） 

医薬品素材学特別講義 2 

医薬品物性学特別講義 2 

医療薬学領域 

医薬品作用学特別講義 2 

病態生化学特別講義 2 

健康衛生科学特別講義 2 

臨床薬学領域 

臨床分析化学特別講義 2 

臨床薬物動態学特別講義 2 

臨床薬物治療学特別講義 2 

臨床薬剤学特別講義 2 

特別授業 

がん薬物療法特別授業 2 

糖尿病薬物療法特別授業 2 

感染症制御特別授業 2 

緩和薬物療法特別授業 2 

精神科薬物療法特別授業 2 

妊婦・授乳婦薬物療法特別授業 2 

レギュラトリーサイエンス特別授業 2 

予防薬学特別授業 2 

循環器疾患治療特別授業 2 

臨床医薬品副作用学特別授業 2 

災害薬学特別授業 2 

応
用
生
命
科
学
研
究
科
特
殊
講
義 

応
用
生
命
科
学
領
域 

動物細胞工学特殊講義 1 

 
 

ケミカルバイオロジー特殊講義 1 

植物分子細胞学特殊講義 1 

環境工学特殊講義 1 

グリーンケミストリー特殊講義 1 

応用微生物学特殊講義 1 

食品分析学特殊講義 1 

栄養生化学特殊講義 1 

グリーンプロセス・食品工学特殊講義 1 

食品安全学特殊講義 1 

食品酵素学特殊講義 1 

食品・作物資源利用学特殊講義 1 

分子科学特殊講義 1 

総合科目 
薬学特別演習 8 必修 

薬学特別実験 21 必修 

合          計 35 単位以上 
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表１の２付表（表１の１授業科目との読み替え） 

科目区分 
表１の 2 

授業科目名 

表１の 1 

授業科目名 

特
別
授
業 

応用生命科学

領域特別授業 

ケミカルバイオロジー特殊講義 生体分子化学特殊講義 

栄養生化学特殊講義 食品機能化学特殊講義 

 

表１の３、表１の４付表（表１の１授業科目との読み替え） 

科目区分 
表１の 3、表 1 の 4 

授業科目名 

表１の 1 

授業科目名 

特
別
講
義 

基礎薬学領域 

医薬品化学特別講義 医薬品化学特別授業 

医薬品素材学特別講義 医薬品素材学特別授業 

医薬品物性学特別講義 医薬品物性学特別授業 

医療薬学領域 

医薬品作用学特別講義 医薬品作用学特別授業 

病態生化学特別講義 病態生化学特別授業 

健康衛生科学特別講義 健康衛生科学特別授業 

臨床薬学領域 

臨床分析化学特別講義 臨床分析化学特別授業 

臨床薬物動態学特別講義 臨床薬物動態学特別授業 

臨床薬物治療学特別講義 臨床薬物治療学特別授業 

臨床薬剤学特別講義 臨床薬剤学特別授業 

応用生命科学研究科特殊講義  
応用生命 

科学領域 

ケミカルバイオロジー特殊講義 生体分子化学特殊講義 

栄養生化学特殊講義 食品機能化学特殊講義 

 

(4) 授業スケジュール 

「基礎薬学領域授業」「医療薬学領域授業「臨床薬学領域授業」１０科目と「レギュラトリーサイエ

ンス特別授業」「災害薬学特別授業」を除く「薬剤師専門領域特別授業」９科目は隔年に開講されま

す。また、応用生命科学研究科開講の「応用生命科学領域特別授業」も隔年開講となります。これら

の開講スケジュールは表２のとおりです。時間割は教員と履修者が相談の上、変更になる場合があり

ます。「薬学特別演習」、「薬学特別実験」は研究室ごとに調整します。 
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表２ ２０２２年度特別講義等開講スケジュール 

科目区分 授業科目名 偶数年度 奇数年度 

基礎科学特別授業 基礎科学特別授業 通年 通年 

特
別
授
業 

 

基礎薬学領域

授業 

医薬品化学特別授業 前期 前期 

医薬品素材学特別授業 前期 前期 

医薬品物性学特別授業 前期 前期 

医療薬学領域

授業 

医薬品作用学特別授業 前期 前期 

病態生化学特別授業 後期 後期 

健康衛生科学特別授業 後期 後期 

臨床薬学領域

授業 

臨床分析化学特別授業 後期 後期 

臨床薬物動態学特別授業 前期 前期 

臨床薬物治療学特別授業 後期 後期 

臨床薬剤学特別授業 前期 前期 

薬剤師専門領

域特別授業 

がん薬物療法特別授業 前期  

糖尿病薬物療法特別授業 後期  

感染症制御特別授業  後期 

緩和薬物療法特別授業  後期 

精神科薬物療法特別授業 後期  

妊婦・授乳婦薬物療法特別授業 前期  

レギュラトリーサイエンス特別授業 後期 後期 

予防薬学特別授業  前期 

循環器疾患治療特別授業  前期 

臨床医薬品副作用学特別授業  前期 

災害薬学特別授業 通年 通年 

応
用
生
命
科
学
領
域
特
別
授
業 

動物細胞工学特殊講義  前期 

生体分子化学特殊講義  前期 

植物分子細胞学特殊講義 後期  

環境工学特殊講義 前期  

グリーンケミストリー特殊講義  後期 

応用微生物学特殊講義 後期  

食品分析学特殊講義  後期 

食品機能化学特殊講義  前期 

グリーンプロセス・食品工学特殊講義 前期  

食品安全学特殊講義 後期  

分子科学特殊講義  前期 

(5) 履修申請 

年度の初めに履修申請について教務課より指示があるので、指導教員と相談の上当該年

度に開講の科目の中から履修する科目を選び、所定の期限内に届け出てください。 
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(6) 成績評価 

成績評価及び評価基準は、次のとおりです。 

区分 評価 評点 評価基準 

合格 

S（秀） 90点以上 
授業科目の到達目標を十分に達成し、特に優れて

いる 

A（優） 
80点以上 

90点未満 

授業科目の到達目標を十分に達成し、優れている 

B(良) 
70点以上 

80点未満 

授業科目の到達目標を達成している 

C(可) 
60点以上 

70点未満 

授業科目の到達目標を最低限達成している 

不合格 

D(不可) 60点未満 授業科目の到達目標を達成していない 

Y(欠) 欠 試験を欠席 

Z(否) 否 出席回数不足により単位不認定 

認定 E(認) 単位認定科目 
他の大学院で修得した科目を本大学院の単位とし

て認定 

 

成績について、「新潟薬科大学成績評価異議申立に関する要項」に沿い、異議を申し立

てることができます。 

 

❖研究指導計画書 

研究指導計画書は、大学院に在学する学生に対し、研究指導の方法及び内容並びに研

究指導の計画を予め明示するものです。年度初めから４月末までの間に、指導教員が作成し

ますが、学生との十分な打ち合わせの上作成することとなっていますので、指導教員の指示の

もと研究指導計画書に関する打ち合わせを行ってください。作成された研究指導計画書をもと

に研究を遂行していく必要があります。なお、在籍中は毎年度作成する必要があります。 

 

❖指導教員 

指導教員は、大学院生が行う研究テーマの決定、研究の進め方、研究成果の発表、学位

論文の作成等、研究全般にわたって指導を行う教員です。なお、２０１８年度博士課程入学者

からは、指導教員を補佐する副指導教員が置かれ、副指導教員も研究活動の助言を行いま

す。副指導教員は研究テーマや学生の希望を考慮の上、決定されます。 

 

❖研究中間成果発表会 

博士課程２年次の２月に研究中間成果発表会を学内公開で行います。博士課程の皆さん

は、研究の質を高める上で、節目節目に過去の自分のデータをまとめ、発表する機会は非常

に重要です。また、この発表会は他の研究室の教職員や学生との意見交換ができる貴重な機

会です。博士論文の完成ならびにグレードアップに向けての重要なアドバイスを得られるよう、

一層努力して発表会に臨んでください。 
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❖博士学位論文 

「薬学特別演習」及び「薬学特別実験」の授業科目を中心に４年間進めてきた研究成果をま

とめ、博士学位論文を作成します。１月（または６月）に博士学位論文と共に博士学位論文審

査願を提出します。審査及び最終試験は審査委員との面談及び２月（または７月）に公開で行

う「博士課程学位論文発表会」での発表、質疑応答により行います。 

 

 

❖修了要件 

博士課程を修了するためには、本課程に４年以上在学し、３５単位以上を修得し、かつ必要

な研究指導を受け、博士学位論文の審査及び最終試験に合格しなければなりません。ただし、

優れた業績をあげた者の在学期間については、３年以上在学すれば足りるものとします。 

 

❖学位 

上記の修了要件を満たした者に『博士（薬学）』の学位を授与します。学位論文の審査及び

最終試験の方法、その他学位に関する詳細は学位規程及び学位規程施行細則（学生便覧

参照）に定められています。学年暦にも大まかな審査日程が記載されていますが、詳細につ

いては別途教務課より通知します。 

 

❖長期履修制度 

長期履修制度は、職業を有する方が仕事と学修のバランスをとりながら、標準修業年限を超

えて、計画的に無理のないペースで研究活動を行うことができるようにする制度です。薬学研

究科では長期履修学生の修業年限を５年又は６年とし、その授業料の年額は、通常の学生の

納める４年分の授業料を長期履修期間の年数で除した額となります。長期履修を希望する場

合は、開始年度の前年度２月末日までに申請する必要があります（入学者は別に申請期限が

あります）。詳細は教務課に問い合わせてください。 
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新潟薬科大学大学院薬学研究科博士課程 学位論文審査基準 

学位論文の審査にあたっては、日頃の研究指導、学位論文発表会等を通して、主に以下の審

査項目について、審査委員会（主査及び本学大学院薬学研究科所属以外の専門家１名以上を含

む３名の副査）による評価を行う。 

 

１．学位論文審査の評価基準 

(1) 論文の題目の適切性：論文の題目は、明確な研究目的に沿って適切に設定された課題を

端的に表していること。 

(2) 研究内容の妥当性：研究内容は、新規性、進歩性、有用性、独創性のいずれかをもってい

ること。 

(3) 情報収集能力：十分な文献や研究動向の調査を行い、自分の研究の意義や重要度と、他

研究との関連性や相違を理解できること。 

(4) 問題分析能力：問題の分析に基づいた実験方法・解析方法などアプローチの方法が適切

であること。 

(5) 研究遂行能力：実験及びデータの解析をもとに、自身の研究の理論展開が適切に遂行でき

ること。また、実験結果・解析結果から新たな知見を見出すことができること。 

(6) 論文作成能力： 

1) 論文の体裁：表紙、要旨、目次、章立て、結論、参考文献等が整うこと。 

2) 論理性・構成：論理が明晰に展開され、構成が体系立てられていること。 

3) 表現・体裁：引用文献、図、表などの記述が適切に表示されていること。 

上記した評価基準から、博士学位論文を以下の４段階で評価する。 

A ： 優れた論文である。 

Ｂ ： 概ね良好な論文である。 

Ｃ ： 博士論文としての水準に達している。 

Ｄ ： 博士論文としての水準に達していない。 

 

２．最終試験の評価基準 

公開の学位論文発表会において、研究内容のプレゼンテーションと口頭試問を行い、以下の基

準により評価する。 

(1) 研究の内容について、十分に分かりやすくプレゼンテーションできること。 

(2) 関連する分野での当該研究の位置づけを明確に示すことができるとともに、将来的な展望に

ついて論じることができること。 

(3) 関連する研究分野に関する基礎的な知識を有すること。 

(4) 研究内容についての質疑に正確に応答できること。 

上記した評価基準から、最終試験を以下の４段階で評価する。 

Ａ ： プレゼンテーションが優れており、口頭試問に対する回答が明快かつ的確である。 

Ｂ ： プレゼンテーションは優れているが、口頭試問に対する回答が水準に達しているか、あ

るいは、プレゼンテーションは水準に達しているが、口頭試問に対する回答が明快かつ

的確である。 

Ｃ ： プレゼンテーションと口頭試問に対する対応がともに水準に達している。 

Ｄ ： プレゼンテーションあるいは口頭試問に対する対応のいずれかが水準に達していない。
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薬学研究科博士課程担当教員 

領域 分野 研究室名 職名 学位 担当者 

基
礎
薬
学
領
域 

医薬品化学 
薬化学 教授 薬学博士 杉原 多公通 

薬品製造学 教授 博士（医学） 浅田 真一 

医薬品素材学 生薬学 教授 薬学博士 渋谷 雅明 

医薬品物性学 薬品物理化学 教授 博士（学術） 星名 賢之助 

機能性核酸分子

治療学 

機能性核酸分子治
療学（健康・自立総
合研究機構） 

教授 医学博士 梨本 正之 

准教授 博士（農学） 関 峰秋 

医
療
薬
学
領
域 

医薬品作用学 

機能形態学 
教授 博士（歯学） 山下 菊治 

准教授 博士（理学） 岩田 武男 

薬効薬理学 
教授 博士（薬学） 前田 武彦 

准教授 博士（薬学） 川原 浩一 

病態生化学 

生化学 教授 博士（薬学） 小室 晃彦 

微生物学 
准教授 博士（薬学） 福原 正博 

准教授 博士（理学） 山口 利男 

健康衛生科学 
衛生化学 教授 博士（薬学） 酒巻 利行 

公衆衛生学 教授 博士（薬学） 酒巻 利行 

臨
床
薬
学
領
域 

臨床分析化学 薬品分析化学 准教授 博士（医学） 中川 沙織 

臨床薬物動態学 生物薬剤学 教授 博士（薬学） 久保田 隆廣 

臨床薬物治療学 
臨床薬物治療学 准教授 博士（薬学） 神田 循吉 

病態生理学 教授 医学博士 青木 定夫 

臨床薬剤学 臨床薬学 

教授 博士（薬学） 朝倉 俊成 

教授 博士（医学） 坂爪 重明 

教授 博士（薬学） 継田 雅美 

教授 博士（薬学） 齊藤 幹央 
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2022年度薬学研究科博士課程未開講科目 

※応用生命科学研究科特殊講義の2022年度未開講科目については、P.４９を参照してください。 

 

  

授業科目名 担当教員 授業概要 

感染症制御特別授業 

継田 雅美 

福原 正博 

山口 利男 

感染制御専門薬剤師を目標として、感染症治療を含む感染対策の基礎と実践について

講義と実習を行なう。 

緩和薬物療法特別授業 
前田 武彦 

神田 循吉 

がん緩和医療に関する知識を基に、がん緩和医療薬物に関わる専門知識の修得と最新

の研究動向について修得させることを目的とする。また、最近、適応疾患に指定された末

期心不全や非がん性呼吸器疾患における緩和医療についての知識を習得させる。 

予防薬学特別授業 

朝倉 俊成 

坂爪 重明 

継田 雅美 

齊藤 幹央 

地域医療における薬剤師の果たすべき役割として、保健衛生の充実と疾病予防の観点か

ら、具体的な取組とその効果について理解し、特に感染症や生活習慣病などの慢性疾患

予防のために、生活様式、薬物療法以外の食事療法や運動療法にフォローでき、OTC

やサプリメントの適正使用、有効なセルフメディケーション実践のための講義を行う。 

循環器疾患治療特別授業 青木 定夫 

循環器疾患の病態と治療について、これまで修得してきた知識を整理し、より専門的で最

新の診断法、検査法、治療内容を習得することを目的として、循環器系の代表的な疾患

（虚血性心疾患、不整脈、心不全など）の病態や薬物療法を解説する。循環器疾患に対

する最新の集学的治療法に関する論文を紹介し、関連論文を調査しレポートを作成でき

るように指導し、さらに自分で問題点を見つけて解説できるように資料を提示し、それぞれ

の課題のレポートを評価する。 

臨床医薬品副作用学

特別授業 
齊藤 幹央 

医薬品の適正使用に際し有害作用の観点から、これまでに学んだ医薬品の副作用に関

する知識を基に薬剤師として必要とされる薬物有害作用に関する最新の知見を事例を基

に習得する。特に臨床上混乱を招きやすいアレルギー性副作用に関して、起因薬同定法

の原理を理解し各医薬品の抗原性並びに交差反応性について学ぶ。 

災害薬学特別授業 
朝倉 俊成 

坂爪 重明 

阪神淡路大震災や東日本大震災などに代表されるように、大規模災害は事前に予測す

ることが極めて難しい。また、台風のように進路が予め予測がついて水害の発生が予想で

きたとしても、短時間～数日以内でそれに対応するための医療資源と人材を確保し、方策

を整え、適切に対処することは難しい。さらに一度災害が起きてしまうと、被災者は避難所

での生活を数週間から場合によっては数年間も強いられ、その生活が長引くほど被災者

ニーズが刻一刻と変わるため、医療者はその都度適切な対応が求められる。かつて我が

国は上述したような大規模自然災害の他に、地下鉄サリン事件のような化学兵器を使った

大規模テロ災害も経験している。また、O－１５７などによる集団食中毒は毎年発生する。 

東日本大震災をきっかけに薬剤師の活動に注目され、被災地での薬剤師に対する期待

が益々高まっている。大規模災害発生後には、薬剤師は限られた医療資源を最大限に

有効に使って被災者の健康と安全を確保することが極めて重要である。また避難所では、

それまで異なる生活環境で過ごしてきた住民が同じ場所で長時間生活することになり、体

調不良を訴える被災者も多く、薬剤師として職能を発揮できる場でもある。 

災害薬学特別授業では、発災時における薬剤師の役割と行動を具体的に実施するため

に、必要な基本的知識と技能を教授する。 
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新潟薬科大学の理念 

 

 

 

 

◆2021年度以降の入学生 

応用生命科学研究科の教育目標及び方針（ポリシー） 

【教育研究上の目的】 

応用生命科学研究科は、食品、農業、環境、創薬、医療及び保健衛生等の生命が関わる分野並

びに理科教育の各分野における高度な研究能力を有し、信頼されるプロフェッショナルとして社会

に貢献できる人材を育成することを目的とする。 

 

応用生命科学研究科博士前期課程 

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

食品、農業、環境、創薬、医療及び保健衛生に関わる科学、並びに生命科学を中心とした理科中

等教育において、信頼されるプロフェッショナルとして社会に貢献できる人材を育成する本研究科

の課程を修め、修了要件として定めた単位を修得し、以下の資質・能力を備え、かつ、修士学位論

文の審査及び最終試験に合格した者に「修士（応用生命科学）」の学位を授与する。 

 

応用生命科学コース： 

１．プロフェッショナリズム 

・信頼されるプロフェッショナルとして社会に貢献する使命感をもち、法令を遵守し、応用生命科学

に携わる研究者を目指す者としての倫理観をもって行動できる。 

・前例のない課題に対しても積極的に取り組み、解決に向けた方策を考えることができる。 

・常に自己を評価・省察し、自己研鑽を図ることができる。 

・後進指導の重要性を理解し、次世代を担う人材を育成することができる。 

２．コミュニケーション力 

・他者を尊重し、協調・協働的に課題を解決することができる良好な人間関係を構築できる。 

・外国語文献から情報を収集し、さらに研究内容について討議し、研究成果を発信できる。 

３．応用生命科学関連領域の高度な専門知識・技能  

・食品科学、バイオテクノロジー、生命化学及び環境化学に関する高度な専門知識・技能を修得

『生命の尊厳に基づき、薬学及び生命科学両分野を連携させ 

た教育と研究を通して、人々の健康の増進、環境の保全、国際交

流や地域社会の発展に貢献する高い専門性と豊かな人間性を 

有する有為な人材の育成とともに、社会の進歩と文化の高揚に 

有益な研究成果の創出を本学の理念とする。』 
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する。 

４．問題発見・解決力 

・食品科学、バイオテクノロジー、生命化学及び環境化学関連領域における諸問題を発見し、必

要な情報を収集・評価して論理的思考をもとに研究計画を立て、柔軟な思考と深い洞察に基づい

て研究を遂行できる。 

５．社会貢献力 

・社会が抱える諸問題を客観的・数量的に分析し、その本質を捉え、科学的・論理的な思考に基

づく解決策の提案を通して、信頼されるプロフェッショナルとして社会の発展に貢献できる。 

 

薬科学コース： 

１．プロフェッショナリズム 

・信頼されるプロフェッショナルとして社会に貢献する使命感をもち、法令を遵守し、薬科学に携わ

る研究者を目指す者としての倫理観をもって行動できる。 

・前例のない課題に対しても積極的に取り組み、解決に向けた方策を考えることができる。 

・常に自己を評価・省察し、自己研鑽を図ることができる。 

・後進指導の重要性を理解し、次世代を担う人材を育成することができる。 

２．コミュニケーション力 

・他者を尊重し、協調・協働的に課題を解決することができる良好な人間関係を構築できる。 

・外国語文献から情報を収集し、さらに研究内容について討議し、研究成果を発信できる。 

３．薬科学関連領域の高度な専門知識・技能  

・創薬科学、環境科学、医療及び保健衛生に関する高度な専門知識・技能を修得する。  

４．問題発見・解決力 

・創薬科学、環境科学、医療及び保健衛生関連領域における諸問題を発見し、必要な情報を収

集・評価して論理的思考をもとに研究計画を立て、柔軟な思考と深い洞察に基づいて研究を遂行

できる。 

５．社会貢献力 

・社会が抱える諸問題を客観的・数量的に分析し、その本質を捉え、科学的・論理的な思考に基

づく解決策の提案を通して、信頼されるプロフェッショナルとして社会の発展に貢献できる。 

  

理科教職専修コース： 

１．プロフェッショナリズム 

・信頼されるプロフェッショナルとして社会に貢献する使命感をもち、法令を遵守し、高度専門職業

人たる教員としての倫理観をもって行動できる。 

・前例のない課題に対しても積極的に取り組み、解決に向けた方策を考えることができる。 

・常に自己を評価・省察し、自己研鑽を図ることができる。 

・後進指導の重要性を理解し、次世代を担う人材を育成することができる。 

２．コミュニケーション力 

・他者を尊重し、協調・協働的に課題を解決することができる良好な人間関係を構築できる。 

・学校現場をはじめとする教育関係者と協働し、さらに研究内容について討議し、研究成果を発信

できる。 

３．理科教育学関連領域の高度な専門知識・技能  
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・理科の各分野と理科教育を中心とした教育学に関する高度な専門知識・技能を修得する。 

４．問題発見・解決力 

・理科教育学関連領域における諸問題を発見し、必要な情報を収集・評価して論理的思考をもと

に研究計画を立て、柔軟な思考と深い洞察に基づいて研究を遂行できる。 

５．教育実践力 

・学校や生徒の実態を把握し、主体的に学校教育活動に参画することができる。 

・教育改革の潮流を捉え、新しい学校教育を企画し実践することができる。 

【教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

応用生命科学研究科博士前期課程では、食品科学、バイオテクノロジー、生命化学及び環境化

学、創薬科学、医療・臨床薬学、並びに、理科教育学における探求を通して応用生命科学の発展

と社会に貢献できる人材を養成するために、各コースに講義、演習、実験、実習などの学習方略

による授業科目群を配置した教育課程を編成する。 

 

応用生命科学コース： 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に示した5つの資質・能力のうち、プロフェッショナリズム、コ

ミュニケーション力、社会貢献力の基礎を涵養するために「研究リテラシーⅠ」を初年次に開講し、

講義形式の授業を通してこれらの能力の修得を図る。高度な専門知識と問題発見・解決力を修得

するために、様々な応用生命科学特論群を配置し、講義やアクティブラーニングを取り入れた授業

を通してこれらの能力の修得を図る。加えて、専門とする分野・領域における高度な専門知識を習

得するために「応用生命科学演習」を開講し、講義・演習やPBL（problem-based learning）を取り入

れた授業やセミナーを通してこれらの能力の修得を図る。プロフェッショナリズム、コミュニケーショ

ン力、高度な専門技能及び問題発見・解決力を涵養するために「応用生命科学実験」を開講し、

各年度当初に学生と協議の上策定する「大学院研究指導計画書」に沿った実験・研究を通してこ

れらの能力の修得を図る。 

 

【評価法】 

高度な専門知識・技能に関しては、レポートや論述試験、観察記録などの各種試験を用いて習得

の度合いを測定する。プロフェッショナリズム、コミュニケーション力、問題発見・解決力、社会貢献

力に関しては、各年度末に行うルーブリック等を用いたパフォーマンス評価により学修成果を確認

するとともに、自己省察を組み合わせ、能力の定着を図る。プロフェッショナリズム、コミュニケーショ

ン力、問題発見・解決力の修得の証として作成する学位論文は、「応用生命科学実験」を通して得

た研究成果に基づき作成し、主査1名及び副査2名からなる審査委員会がその内容の評価と口頭

試問を行い、その結果により合否を判定する。 

  

薬科学コース： 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に示した5つの資質・能力のうち、プロフェッショナリズム、コ

ミュニケーション力、社会貢献力の基礎を涵養するために「研究リテラシーⅠ」を初年次に開講し、

講義形式の授業を通してこれらの能力の修得を図る。高度な専門知識と問題発見・解決力を修得

するために、様々な薬科学特論群を配置し、講義やアクティブラーニングを取り入れた授業を通し

てこれらの能力の修得を図る。加えて、専門とする分野・領域における高度な専門知識を習得する
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ために「薬科学演習」を開講し、講義・演習やPBL（problem-based learning）を取り入れた授業やセ

ミナーを通してこれらの能力の修得を図る。プロフェッショナリズム、コミュニケーション力、高度な専

門技能及び問題発見・解決力を涵養するために「薬科学実験」を開講し、各年度当初に学生と協

議の上策定する「大学院研究指導計画書」に沿った実験・研究を通してこれらの能力の修得を図

る。 

 

【評価法】 

高度な専門知識・技能に関しては、レポートや論述試験、観察記録などの各種試験を用いて習得

の度合いを測定する。プロフェッショナリズム、コミュニケーション力、問題発見・解決力、社会貢献

力に関しては、各年度末に行うルーブリック等を用いたパフォーマンス評価により学修成果を確認

するとともに、自己省察を組み合わせ、能力の定着を図る。プロフェッショナリズム、コミュニケーショ

ン力、問題発見・解決力の修得の証として作成する学位論文は、「薬科学実験」を通して得た研究

成果に基づき作成し、主査1名及び副査2名からなる審査委員会がその内容の評価と口頭試問を

行い、その結果により合否を判定する。 

 

理科教職専修コース： 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に示した5つの資質・能力のうち、プロフェッショナリズム、コ

ミュニケーション力、社会貢献力の基礎を涵養するために「研究リテラシーⅠ」を初年次に開講し、

講義形式の授業を通してこれらの能力の修得を図る。高度な専門知識と問題発見・解決力を修得

するために、様々な応用生命科学特論群を配置し、講義やアクティブラーニングを取り入れた授業

を通してこれらの能力の修得を図る。加えて、専門とする分野・領域における高度な専門知識を習

得するために「理科教職演習」を開講し、講義・演習やPBL（problem-based learning）を取り入れた

授業やセミナーを通してこれらの能力の修得を図る。プロフェッショナリズム、コミュニケーション力、

高度な専門技能及び問題発見・解決力を涵養するために「理科教職実験」を開講し、各年度当初

に学生と協議の上策定する「大学院研究指導計画書」に沿った実験・研究を通してこれらの能力

の修得を図る。 

 

【評価法】 

高度な専門知識・技能に関しては、レポートや論述試験、観察記録などの各種試験を用いて習得

の度合いを測定する。プロフェッショナリズム、コミュニケーション力、問題発見・解決力、教育実践

力に関しては、各授業科目の各種試験による測定に加えて、各年度末に行うルーブリック等を用

いたパフォーマンス評価により学修成果を測定するとともに、自己省察を組み合わせ、能力の定着

を図る。プロフェッショナリズム、コミュニケーション力、問題発見・解決力の修得の証として作成す

る学位論文は、「理科教職実験」及び「教育臨床実習」を通して得た研究成果に基づき作成し、主

査1名及び副査2名からなる審査委員会がその内容の評価と口頭試問を行い、その結果により合

否を判定する。 
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【入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）】 

 

応用生命科学コース・薬科学コース： 

１．求める学生像 

本研究科が求める学生像は、次のような資質と意欲を有する者である。  

・生命科学、食品科学、環境科学、薬科学に関する専門的な知識と技術の修得を志す人 

・論理的思考力と研究活動の基礎を身に付けたいと望む人 

・身に付けた専門的な能力を社会に還元する意欲をもつ人  

・主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ姿勢をもつ人 

２．入学前に修得が望まれる知識・能力 

・応用生命科学の専門分野を学ぶための基礎学力 

・応用生命科学部で学ぶ内容に相当する専門基礎知識 

・専門知識を学ぶために必要な語学力及びコミュニケーション能力 

 

 

理科教職専修コース： 

１．求める学生像 

本研究科が求める学生像は、次のような資質と意欲を有する者である。  

・理科教育学、教育学に関する専門的な知識と技能、高度な教育実践力の修得を志す人 

・論理的思考力と研究活動の基礎を身に付けたいと望む人 

・身に付けた専門的な能力を、教職を通して社会に還元する意欲をもつ人 

・主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ姿勢をもつ人 

２．入学前に修得が望まれる知識・能力 

中学校教諭一種免許状（理科）または高等学校教諭一種免許状（理科）、もしくはその両方

を所持し、次のような知識・能力を身に付けておくことを望みます。 

・理科教育学、教育学の専門分野を学ぶための基礎学力 

・応用生命科学部で学ぶ内容に相当する専門基礎知識 

・専門知識を学ぶために必要な語学力及びコミュニケーション能力  

 

 

応用生命科学研究科博士後期課程 
 

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

食品、農業、環境及び健康に関わる科学及びその関連領域において信頼されるプロフェッシ

ョナルとして社会に貢献できる人材を育成する本研究科の課程を修め、修了要件として定

めた単位を修得し、以下の資質・能力を備え、かつ、博士学位論文の審査及び最終試験に合

格した者に「博士（応用生命科学）」の学位を授与する。 

１．プロフェッショナリズム 

・信頼されるプロフェッショナルとして社会に貢献する使命感をもち、法令を遵守し、応用

生命科学に携わる研究者としての倫理観をもって行動できる。 

・前例のない課題に対しても積極的に取り組み、解決に向けた方策を考え実行することがで
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きる。 

・常に自己を評価・省察し、自己研鑽を図ることができる。 

・後進指導の重要性を理解し、次世代を担う研究者を育成することができる。 

２．コミュニケーション力 

・他者を尊重し、協調・協働的に課題を解決することができる良好な人間関係を構築できる。 

・外国語文献から情報を収集し、さらに研究内容について討議し、研究成果を発信できる。 

３．応用生命科学関連領域の先進的専門知識・技能  

・食品科学、バイオテクノロジー、生命化学及び環境化学に関する極めて高度で先進的な専

門知識・技能を修得する。 

４．問題発見・解決力 

・食品科学、バイオテクノロジー、生命化学及び環境化学関連領域における諸問題を発見し、

それらの解決に必要な情報を収集・評価して論理的思考をもとに研究計画を立て、柔軟な

思考と深い洞察に基づいて研究を遂行し、諸問題を解決することができる。 

５．社会貢献力 

・社会が抱える諸問題を客観的・数量的に分析し、その本質を捉え、科学的・論理的な思

考に基づく解決策の提案及び研究成果を通して、信頼されるプロフェッショナルとして社

会の発展に貢献できる。 

 
【教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

応用生命科学研究科博士後期課程では、食品科学、バイオテクノロジー、生命化学及び

環境化学分野における探求を通して応用生命科学の発展と社会に貢献できる人材を養成

するために、講義、演習、実験などの学習方略による授業科目群を配置した教育課程を編

成する。 

 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に示した 5つの資質・能力のうち、プロフェ

ッショナリズム、コミュニケーション力、社会貢献力の基礎を涵養するために「研究リテ

ラシーⅡ」を初年次に開講し、講義形式の授業を通してこれらの能力の修得を図る。高度

な専門知識と問題発見・解決力を修得するために、様々な応用生命科学特殊講義群を配置

し、講義やアクティブラーニングを取り入れた授業を通してこれらの能力の修得を図る。

加えて、専門とする分野・領域における高度で先進的な専門知識を習得するために「応用

生命科学特殊演習」を開講し、講義・演習や PBL（problem-based learning）を取り入れ

た授業やセミナーを通してこれらの能力の修得を図る。プロフェッショナリズム、コミュ

ニケーション力、高度な専門技能及び問題発見・解決力を涵養するために「応用生命科学

特殊実験」を開講し、各年度当初に学生と協議の上策定する「大学院研究指導計画書」に

沿った実験・研究を通してこれらの能力の修得を図る。 

 

【評価法】 

高度で先進的な専門知識・技能に関しては、レポートや論述試験、観察記録などの各種

試験を用いて習得の度合いを測定する。プロフェッショナリズム、コミュニケーション力、

問題発見・解決力、社会貢献力に関しては、各授業科目の各種試験による測定に加えて、

各年度末に行うルーブリック等を用いたパフォーマンス評価により学修成果を確認する
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とともに、自己省察を組み合わせ、能力の定着を図る。プロフェッショナリズム、コミュニ

ケーション力、問題発見・解決力の修得の証として作成する学位論文は、「応用生命科学特

殊実験」を通して得た研究成果に基づき作成し、主査 1 名及び副査 3 名からなる審査委員

会がその内容の評価と口頭試問を行い、その結果により合否を判定する。 

 

【入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）】 

１．求める学生像 

本研究科が求める学生像は、次のような資質と意欲を有する者である。  

・深い論理的思考力をもって研究活動を独力で行える能力を身に付けたいという強い意欲

と志をもつ人 

・身に付けた知識、技術、研究能力、情報発信力をもって指導的な立場で社会に貢献する

意欲をもつ人 

・主体的に異なる分野の専門家と協働して研究を行う意欲をもつ人 

２．入学前に修得が望まれる知識・能力 

・応用生命科学に関する専門知識及びそれらを応用する能力 

・応用生命科学における問題点を設定できる研究デザイン力 

・専門知識を学び、情報を発信するために必要な語学力及びコミュニケーション能力 

 

◆2020年度までの入学生 

応用生命科学研究科の教育目標及び方針（ポリシー） 

【教育研究上の目的】 

応用生命科学研究科は、生命科学、食品科学、環境科学、薬科学、理科教育学の各分野におけ

る高度な研究能力を育成し、社会に貢献できる研究者、技術者、次世代を育成する教育者及び高

度な専門性が求められる職業を担う人材を輩出することを目的とする。 

 

応用生命科学研究科博士前期課程 

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

本研究科は、所定の年限を在学し、所定の単位数を修得し、かつ修士学位論文の審査及び最

終試験に合格した者に修士の学位を授与する。 

前期課程修了にあたっては、学生が次の基準に達していることをもって学位を授与する。 

１．生命科学、食品科学、環境科学、薬科学、理科教育学に関する高度な専門的な知識と技術

を持っている。 

２．外国語文献も対象とする情報収集力を持ち、情報の重要度を評価できる。 

３．獲得した知識、技術、情報を活用する論理的思考力を持っている。 

４．各自の研究課題に対する研究遂行能力だけでなく、他者と協調・協働的に研究を遂行して
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課題を解決する能力と継続力を持っている。 

５．討議及び研究成果の発信に必要な表現能力、文章作成能力及びコミュニケーション力に優

れている。 

【教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

学生は体系化された授業を受講するとともに、研究科のいずれかの研究室に所属し、指導教員

の指導のもとに研究を行う。本研究科では、次の教育課程を編成・実施することで学生の能力の向

上を支援する。 

１．座学、ディスカッション及び教育臨床実習などを主体とした授業を受講することで、応用生命

科学に関する専門的な知識を修得し、討議能力、学修指導力及びコミュニケーション力を養

成する。 

２．最新の論文の解説や外国語論文の輪読により、先端的な知識を修得すると同時に、研究に

必要となる語学力を養成する。 

３．学生が自ら発表するセミナー形式の授業を受講し、加えて研究成果を学会で発表すること

で、討議能力、プレゼンテーション力を養成する。 

４．学生が各自の研究課題に取り組み、修士論文を作成することで、論理的思考力を身に付

け、科学論文の作成法を修得させる。 

５．各自の研究課題に取り組む過程で、研究計画の立案、研究遂行に必要な情報の収集と分

析、研究手法の選択とその技術の修得、実験結果の分析と評価などを通じて、研究能力と論

理的思考力を養成する。 

６．産学連携プロジェクト、地域連携活動などへ参加し、多様な専門家との協調・協働を通して

活動することの大切さを修得させる。 

 

【入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）】 

本研究科前期課程では、高度な専門的能力と深い論理的思考力をもった人材を育成し社会に

送り出すために、次のような能力と意欲を持つ学生を積極的に受け入れる。 

１．応用生命科学の専門分野を学ぶための基礎知識を有している者 

２．生命科学、食品科学、環境科学、薬科学、理科教育学に関する専門的な知識と技術の修得

を志す者 

３．論理的思考力と研究活動の基礎を身に付けたいと望む者 

４．身に付けた専門的な能力を社会に還元する意欲を持つ者 

５．主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ姿勢を持つ者 

 

 

応用生命科学研究科博士後期課程 

 

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

本研究科は、所定の年限を在学し、所定の単位数を修得し、かつ博士学位論文の審査及び最

終試験に合格した者に博士の学位を授与する。 

後期課程修了にあたっては、研究内容が外国語の論文として学術雑誌に受理されること、及び

学生が次の基準に達していることをもって学位を授与する。 

１．生命科学、食品科学、環境科学に関する極めて高度に専門的な知識と技術を持っている。 



 

27 

 

２．課題を自ら発見し、研究戦略を立案し、柔軟な思考と深い洞察に基づいて研究を遂行するこ

とができる。 

３．他者と協調・協働的に研究を遂行して課題を解決する能力と継続力を持っている。 

４．研究者としての倫理観を持ち、研究成果を学術論文としてまとめる能力を持っている。 

５．研究者としての幅広い素養と世界に向けて研究成果を発信する語学力を持っている。 

  

【教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

学生は体系化された授業を受講するとともに、研究科のいずれかの研究室に所属し、指導教員

の指導のもとに研究を行う。本研究科では、次の教育課程を編成・実施することで学生の能力の向

上を支援する。 

１．体系化された授業を受講することで、高度な専門的な知識を修得し、討議能力、コミュニケー 

ション力、語学力を向上させる。 

２．学生が各自の研究課題に取り組み、博士論文及び外国語の論文を作成することで、科学論

文の作成力を強化する。 

３．各自の研究課題に取り組む過程で、研究遂行能力と論理的思考力を強化し、独力で課題の

発見から論文発表まで行える研究遂行能力と成果を発信する能力を養成する。 

４．産学連携プロジェクト、地域連携活動などへ参加し、異なる分野の専門家との協調・協働を

通して活動することの大切さを修得させる。 

【入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）】 

本研究科後期課程では、生命科学の研究及びその応用で指導的な役割を担う人材を育成する

ために、次のような能力と意欲を持つ学生を積極的に受け入れる。 

１．応用生命科学専攻分野での博士前期課程（修士課程）もしくはそれと同程度の知識と研究

能力を持つ者 

２．深い論理的思考力をもって研究活動を独力で行える能力を身に付けたいと望む者 

３．身に付けた知識、技術、研究能力、情報発信力をもって指導的な立場で社会に貢献する意

欲を持つ者 

４．主体的に異なる分野の専門家と協働して研究を行う意欲を持つ者 
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応用生命科学研究科応用生命科学専攻博士前期課程の 

教育課程及び履修要領 

 

❖コース及び研究分野 

応用生命科学コース 

食品分析学、食品機能化学、グリーンプロセス･食品工学、食品安全学、動物細胞工学、応

用微生物学、植物ゲノム科学、環境工学、グリーンケミストリー、生体分子化学、分子科学 

 

薬科学コース 

有機薬化学、生薬・天然物化学、生化学、衛生化学、微生物学、薬品分析化学、 

薬品物理化学、薬剤学、機能形態学、社会薬学、薬理学、臨床薬学 

 

理科教職専修コース 

理科教育学、教育学、生物学 

 

❖授業科目及び履修方法 

（１） 共通必修科目「研究リテラシーⅠ」 

   2021年度以降の入学生の全コース共通必修科目として配当されています（１年次）。 

   大学院博士前期課程で研究することの目的を学ぶとともに、各分野での研究や学生への実験

指導に必要な知識やスキルを身に付けることを通して、高い研究能力を有し、信頼されるプロフェ

ッショナルとして社会に貢献する資質・能力を養います。また大学院生としてのキャリア形成につ

いて考えます。 

    

（２）－１ 〔応用生命科学コース〕 〔薬科学コース〕 授業科目 

応用生命科学コース、薬科学コースの授業科目は選択科目である「特論」と必修科目である「応

用生命科学演習」あるいは「薬科学演習」及び「応用生命科学実験」あるいは「薬科学実験」の３種

類で構成されます。「応用生命科学演習」及び「応用生命科学実験」は応用生命科学コースの必

修科目、「薬科学演習」及び「薬科学実験」は薬科学コースの必修科目です（表１）。 

「特論」は、座学とディスカッションを主体とする講義です。講義は隔年で開講され、在学中に５

単位以上取得しなければなりません。その中には、必ず所属コース指定の特論を３単位以上含ま

なければなりません。当該年度に開講の選択科目の中から受講する授業科目を選び、指導教員

と相談の上決定してください。 

「応用生命科学演習」、「薬科学演習」は研究室単位で行われるセミナー形式の授業であり、最

新の論文の解説及びそれぞれの研究室の教員や学生が行っている研究の途中経過の発表を行

います。２年間の在学期間を通して計１０単位（2021年度以降の入学生は９単位）を取得しなけれ

ばなりません。 

「応用生命科学実験」、「薬科学実験」は学生が行う実験を主体とした２年にわたる研究活動で

す。２年間の在学期間を通して計１５単位を取得しなければなりません。 

 

 

（２）－２ 〔理科教職専修コース〕 授業科目 

理科教職専修コースの授業科目は、以下の科目で構成されます。科目の詳細については、表

１やシラバス該当ページを確認してください。 

●教科に関する科目 

「動物細胞工学特論」「生物学特論」等、９科目が配当されており、このうち７科目７単位を取

得する必要があります。「生物学特論」を除き、隔年開講です。 
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●教職に関する科目 

必修科目として「教育社会学特論」「理科教育法特論」「教育臨床実習事前事後講義」「教育

臨床実習」「理科教職実験」の５科目１８単位（2021年度以降の入学生は１７単位）が配当されて

います。また「理科教職演習A」「理科教職演習B」はセミナー形式の授業であり、最新の論文の

解説及びそれぞれの研究室の教員や学生が行っている研究の途中経過の発表を行います。２

年間の在学期間を通してどちらか５単位を取得しなければなりません。 
 
（３） 授業時間 

第１時限 ９：００～１０：３０ 
第２時限 １０：４０～１２：１０ 
第３時限 １３：１０～１４：４０ 
第４時限 １４：５０～１６：２０ 
第５時限 １６：３０～１８：００ 
第６時限 １８：１０～１９：４０ 

 
 

（４） 単位数 
特論（講義）：９０分授業×８回 １単位 

 演習：９０分授業×１５回 ２単位 
 実験：９０分授業×１５回 １単位 
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〇応用生命科学コース、薬科学コース            ○理科教職専修コース 

 

  

 

授業科目名 単位数 修了要件 

研究リテラシーⅠ 1 必修 

動物細胞工学特論 1 

７
単
位
以
上
選
択
必
修 

生体分子化学特論 1 

植物分子細胞学特論 1 

環境工学特論 1 

有機合成化学特論 1 

応用微生物学特論 1 

環境発酵微生物学特論 1 

分子科学特論 1 

生物学特論 1 

教育社会学特論 1 

必
修
17
単
位 

理科教育法特論 5 

教育臨床実習事前事後講義 2 

教育臨床実習 4 

理科教職実験 5 

理科教職演習 A 5 5 単位 1 科目

選択必修 理科教職演習 B 5 

合    計 30 単位以上 

所属 

コース 
授業科目名 単位数 修了要件 

共通 研究リテラシーⅠ 1 必修 

応
用
生
命
科
学
コ
ー
ス 

動物細胞工学特論 1 

３
単
位
以
上
選
択
必
修 

５
単
位
以
上
選
択
必
修
（
他
コ
ー
ス
特
論
か
ら
選
択
可
） 

生体分子化学特論 1 

植物分子細胞学特論 1 

環境工学特論 1 

有機合成化学特論 1 

応用微生物学特論 1 

食品分析学特論 1 

食品機能化学特論 1 

環境発酵微生物学特論 1 

食品安全学特論 1 

分子科学特論 1 

薬
科
学
コ
ー
ス 

有機薬化学特論 1 

３
単
位
以
上
選
択
必
修 

薬品製造学特論 1 

生薬・天然物化学特論 1 

生化学特論 1 

衛生化学特論 1 

微生物学特論 1 

薬品物理化学特論 1 

薬品分析化学特論 1 

薬理学特論 1 

薬剤学特論 1 

臨床薬剤学特論 1 

臨床薬理学特論 1 

臨床医学特論Ⅰ 1 

臨床医学特論Ⅱ 1 

臨床化学特論 1 

薬物動態学特論 1 

臨床薬学特論 1 

応用生

命科学

コース 

応用生命科学演習 9 
必修 

応用生命科学実験 15 

薬科学

コース 

薬科学演習 9 

必修 

薬科学実験 15 

合         計 30 単位以上 

表１の１応用生命科学研究科（博士前期課程）授業科目表（令和４年度以降の入学生に適用） 
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○応用生命科学コース、薬科学コース             ○理科教職専修コース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属 

コース 
授業科目名 単位数 修了要件 

共通 研究リテラシーⅠ 1 必修 

応
用
生
命
科
学
コ
ー
ス 

動物細胞工学特論 1 

３
単
位
以
上
選
択
必
修 

５
単
位
以
上
選
択
必
修
（
他
コ
ー
ス
特
論
か
ら
選
択
可
） 

分子生物学特論 1 

ケミカルバイオロジー特論 1 

植物分子細胞学特論 1 

環境工学特論 1 

有機合成化学特論 1 

応用微生物学特論 1 

食品分析学特論 1 

栄養生化学特論 1 

環境発酵微生物学特論 1 

食品安全学特論 1 

酵素学特論 1 

分子科学特論 1 

薬
科
学
コ
ー
ス 

有機薬化学特論 1 

３
単
位
以
上
選
択
必
修 

薬品製造学特論 1 

生薬・天然物化学特論 1 

生化学特論 1 

衛生化学特論 1 

微生物学特論 1 

薬品物理化学特論 1 

薬品分析化学特論 1 

薬理学特論 1 

薬剤学特論 1 

臨床薬剤学特論 1 

臨床薬理学特論 1 

臨床医学特論Ⅰ 1 

臨床医学特論Ⅱ 1 

臨床化学特論 1 

薬物動態学特論 1 

臨床薬学特論 1 

応用生

命科学

コース 

応用生命科学演習 9 
必修 

応用生命科学実験 15 

薬科学

コース 

薬科学演習 9 

必修 

薬科学実験 15 

合         計 30 単位以上 

授業科目名 単位数 修了要件 

研究リテラシーⅠ 1 必修 

動物細胞工学特論 1 

７
単
位
以
上
選
択
必
修 

分子生物学特論 1 

ケミカルバイオロジー特論 1 

植物分子細胞学特論 1 

環境工学特論 1 

有機合成化学特論 1 

応用微生物学特論 1 

環境発酵微生物学特論 1 

酵素学特論 1 

分子科学特論 1 

生物学特論 1 

教育社会学特論 1 

必
修
17
単
位 

理科教育法特論 5 

教育臨床実習事前事後講義 2 

教育臨床実習 4 

理科教職実験 5 

理科教職演習 A 5 5 単位 1 科目

選択必修 理科教職演習 B 5 

合    計 30 単位以上 

表１の２応用生命科学研究科（博士前期課程）授業科目表（令和３年度の入学生に適用） 
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○応用生命科学コース、薬科学コース             ○理科教職専修コース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属 

コース 
授業科目名 単位数 修了要件 

応
用
生
命
科
学
コ
ー
ス 

動物細胞工学特論 1 

３
単
位
以
上
選
択
必
修 

５
単
位
以
上
選
択
必
修
（
他
コ
ー
ス
特
論
か
ら
選
択
可
） 

分子生物学特論 1 

ケミカルバイオロジー特論 1 

植物分子細胞学特論 1 

環境工学特論 1 

有機合成化学特論 1 

応用微生物学特論 1 

食品分析学特論 1 

栄養生化学特論 1 

環境発酵微生物学特論 1 

食品安全学特論 1 

酵素学特論 1 

分子科学特論 1 

薬
科
学
コ
ー
ス 

有機薬化学特論 1 

３
単
位
以
上
選
択
必
修 

薬品製造学特論 1 

生薬・天然物化学特論 1 

生化学特論 1 

衛生化学特論 1 

微生物学特論 1 

薬品物理化学特論 1 

薬品分析化学特論 1 

薬理学特論 1 

薬剤学特論 1 

臨床薬剤学特論 1 

臨床薬理学特論 1 

臨床医学特論Ⅰ 1 

臨床医学特論Ⅱ 1 

臨床化学特論 1 

薬物動態学特論 1 

臨床薬学特論 1 

応用生

命科学

コース 

応用生命科学演習 10 
必修 

応用生命科学実験 15 

薬科学

コース 

薬科学演習 10 

必修 

薬科学実験 15 

合         計 30 単位以上 

授業科目名 単位数 修了要件 

動物細胞工学特論 1 

７
単
位
以
上
選
択
必
修 

分子生物学特論 1 

ケミカルバイオロジー特論 1 

植物分子細胞学特論 1 

環境工学特論 1 

有機合成化学特論 1 

応用微生物学特論 1 

環境発酵微生物学特論 1 

酵素学特論 1 

分子科学特論 1 

生物学特論 1 

教育社会学特論 1 

必
修
18
単
位 

理科教育法特論 6 

教育臨床実習事前事後講義 2 

教育臨床実習 4 

理科教職実験 5 

理科教職演習 A 5 5 単位 1 科目

選択必修 理科教職演習 B 5 

合    計 30 単位以上 

表１の３応用生命科学研究科（博士前期課程）授業科目表（平成 31 年度から令和２年度までの入学生に適用） 
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表 1 の２、表１の３付表（表１の１授業科目との読み替え） 

 

コース 表１の２、表１の３授業科目名 表１の１授業科目名 

応用生命科学コース 
ケミカルバイオロジー特論 生体分子化学特論 

栄養生化学特論 食品機能化学特論 
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（４） 授業スケジュール 

特論は隔年、各学期前半に開講されます。隔年開講のスジュールは表２のとおりです。 

時間割は、教員と履修者の相談の上、変更になる場合があります。なお、理科教職専修コースの 

必修科目は原則毎年開講されます。 

「応用生命科学演習」、「応用生命科学実験」、「薬科学演習」及び「薬科学実験」は研究室ごとに 

実施します。 

 

表２ 特論隔年開講スケジュール 

区分 授業科目名 偶数年度 奇数年度 

応用生命科学コース 

指定選択科目 

動物細胞工学特論 前期  

生体分子化学特論 前期  

植物分子細胞学特論  後期 

環境工学特論  前期 

有機合成化学特論 後期  

応用微生物学特論  後期 

食品分析学特論 後期  

食品機能化学特論 前期  

環境発酵微生物学特論  前期 

食品安全学特論  後期 

分子科学特論 前期  

薬科学コース 

指定選択科目 

有機薬化学特論  後期 

薬品製造学特論 後期  

生薬・天然物化学特論 前期  

生化学特論  前期 

衛生化学特論 後期  

微生物学特論  後期 

薬品物理化学特論 前期  

薬品分析化学特論 後期  

薬理学特論  前期 

薬剤学特論  後期 

臨床薬剤学特論 前期  

臨床薬理学特論 後期  

臨床医学特論Ⅰ 前期  

臨床医学特論Ⅱ 前期  

臨床化学特論  前期 

薬物動態学特論  前期 

臨床薬学特論  後期 
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（５） 履修申請 

年度の初めに履修申請について教務課より指示があるので、指導教員と相談の上当該年

度に開講の選択科目の中から履修する科目を選び、所定の期限内に届け出てください。 

 

（６） 成績評価 

各授業科目の成績評価は、「特論」、「応用生命科学演習」、「薬科学演習」、「理科教職演

習A」及び「理科教職演習B」においてはレポート、試験、プレゼンテーションや質疑応答など

を、「応用生命科学実験」、「薬科学実験」及び「理科教職実験」においては実験の質及び量

などを、総合的に判断して各科目の担当教員が行います。 

成績評価及び評価基準は、次のとおりとします。 

区分 評価 評点 評価基準 

合格 

S（秀） 90点以上 
授業科目の到達目標を十分に達成し、特に優れて

いる 

A（優） 
80点以上 

90点未満 

授業科目の到達目標を十分に達成し、優れている 

B(良) 
70点以上 

80点未満 

授業科目の到達目標を達成している 

C(可) 
60点以上 

70点未満 

授業科目の到達目標を最低限達成している 

不合格 

D(不可) 60点未満 授業科目の到達目標を達成していない 

Y(欠) 欠 試験を欠席 

Z(否) 否 出席回数不足により単位不認定 

認定 E(認) 単位認定科目 
他の大学院で修得した科目を本大学院の単位とし

て認定 

成績は、「新潟薬科大学成績評価異議申立に関する要項」に従い、異議を申し立てること

ができます。 

 

❖研究指導計画書 

研究指導計画書は、学生に対し、研究指導の方法及び内容並びに研究指導の計画を予

め明示するものです。年度初めから４月末までの間に指導教員が作成しますが、学生と十分

な打ち合わせの上作成することになっていますので、指導教員の指示のもと研究指導計画書

に関する打ち合わせを行ってください。作成された研究指導計画書をもとに研究を遂行してい

く必要があります。なお、研究指導計画書は毎年度作成します。 

 

❖指導教員 

指導教員は、大学院生が行う研究テーマの決定、研究の進め方、研究成果の発表、学位

論文の作成等、研究全般にわたって指導をおこないます。原則として所属する研究室の主任

教員が担当します。 
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❖中間発表会 

博士前期課程２年次の７月に修士論文の中間発表会を学内公開で行います。各自の研究

の進捗状況を他の研究室の教員や学生に対して発表し、質疑に対して応答します。この発表

会を通じて、プレゼンテーションの力を磨くと共に、修士論文の完成へ向けての重要なアドバ

イスを得られるように努力し発表会に臨んでください。 

 

❖修士学位論文 

演習及び実験を中心に２年間進めてきた研究成果をまとめ、修士学位論文を作成します。

１月に修士学位論文と共に修士学位論文審査願を提出します。審査及び最終試験は、審査

委員との面談及び２月に公開で行う「博士前期課程学位論文発表会」での発表、質疑応答に

より行います。 

 

❖修了要件 

博士前期課程を修了するためには、本課程に２年以上在学して３０単位以上を修得し、か

つ必要な研究指導を受け、修士学位論文の審査及び最終試験に合格しなければなりませ

ん。ただし、優れた業績をあげた者の在学期間については、１年以上在学すれば足りるものと

します。 

 

❖学位 

上記の修了要件を満たした者に『修士（応用生命科学）』の学位を授与します。学位論文の

審査及び最終試験の方法、その他学位に関する詳細は学位規程及び学位規程施行細則

（学生便覧に掲載）に定められています。学年暦にも審査日程が記載されていますが、詳細は

別途教務課より通知します。 

 

❖長期履修制度 

長期履修制度は、職業を有する方が仕事と学修のバランスをとりながら、標準修業年限を超

えて、計画的に無理のないペースで研究活動を行うことができるようにする制度です。応用生

命科学研究科博士前期課程では長期履修学生の修業年限を３年とし、その授業料の年額

は、通常の学生の納める２年分の授業料を３で除した額となります。長期履修を希望する場合

は、開始年度の前年度２月末日までに申請する必要があります（入学者は別に申請期限があ

ります）。詳細は事務部教務課に問い合わせてください。 
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新潟薬科大学大学院応用生命科学研究科博士前期課程学位論文審査基準 

 

学位論文の審査にあたっては、日頃の研究指導、学位論文発表会等を通して、主に以下

の審査項目について、審査委員会（主査及び２名の副査）による評価を行う。 

 

１．学位論文審査の評価基準 

（１） 論文の題目の適切性：論文の題目は、明確な研究目的に沿って適切に設定された課

題を端的に表していること。 

（２） 研究内容の妥当性：研究内容は、新規性、進歩性、有用性、独創性のいずれかで評

価できること。 

（３） 情報収集能力：文献などの調査により研究の意義を理解できること。 

（４） 研究遂行能力：実験方法の選択と結果の解析が適切で、研究の論理展開が適切で 

あること。 

（５） 論文作成能力：論文の体裁が整っており、記述が適切かつ論理的であり、構成が体

系立っていること。 

 

上記した評価基準から、修士学位論文を以下の４段階で評価する。 

Ａ：優れた論文である。 

Ｂ：概ね良好な論文である。 

Ｃ：修士論文としての水準に達している。 

Ｄ：修士論文としての水準に達していない。 

 

２．最終試験の評価基準 

公開の学位論文発表会において、研究内容のプレゼンテーションと口頭試問を行い、以下

の基準により評価する。 

（１） 研究の内容についてプレゼンテーションできること。 

（２） 関連する分野での当該研究の意義を明確に示すことができること。 

（３） 関連する研究分野に関する基礎的な知識を有すること。 

（４） 研究内容についての質疑に応答できること。 

 

上記した評価基準から、最終試験を以下の４段階で評価する。 

Ａ：プレゼンテーションが優れており、口頭試問に対する回答が明快かつ的確である。 

Ｂ：プレゼンテーション、口頭試問に対する回答がともに水準に達しており、かつそれらの

いずれかに評価すべきものがある。 

Ｃ：プレゼンテーションと口頭試問に対する対応がともに水準に達している。 

Ｄ：プレゼンテーションあるいは口頭試問に対する対応のいずれかが水準に達していな 

い。 
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応用生命科学研究科博士前期課程 応用生命科学コース 担当教員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究分野 職名 学位 担当者 

食品分析学 教授 薬学博士 佐藤 眞治 

食品機能化学 
教授 博士（農学） 松本 均 

助教 博士（学術） 能見 祐理 

グリーンプロセス・食品工学 
教授 博士（農学） 重松 亨 

准教授 博士（工学） 井口 晃徳 

食品安全学 准教授 博士（理学） 西山 宗一郎 

動物細胞工学 教授 博士（理学） 市川 進一 

応用微生物学 
教授 博士（農学） 髙久 洋暁 

助教 博士（農学） 山崎 晴丈 

植物ゲノム科学 准教授 博士（農学） 相井 城太郎 

環境工学 准教授 博士（工学） 小瀬 知洋 

グリーンケミストリー 
教授 博士（工学） 中村 豊 

助教 博士（理学） 小島 勝 

生体分子化学 准教授 博士（理学） 宮﨑 達雄 

分子科学 教授 博士（理学） 新井 祥生 

 

 

応用生命科学研究科博士前期課程 理科教職コース 担当教員 

 

研究分野 職名 学位 担当者 

理科教育学 
教授 修士（学校教育） 村上 聡 

教授（兼） 博士（理学） 新井 祥生 

教育学 教授 修士（教育学） 木村 哲郎 

生物学 
教授（兼） 修士（学校教育） 村上 聡 

講師 博士（水産学） 小長谷 幸史 
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応用生命科学研究科博士前期課程（薬科学コース）担当教員 

 

系 研究分野 職名 学位 担当者 

有
機
創

薬
科
学

有機薬化学 教授 薬学博士 杉原 多公通 

生薬・天然物化学 教授 薬学博士 渋谷 雅明 

生
物
科
学
系 

生化学 
教授 博士（薬学） 小室 晃彦 

准教授 博士（薬学） 宮本 昌彦 

衛生化学 

教授 博士（薬学） 酒巻 利行 

准教授 博士（薬学）・博士（保健学） 冨塚 江利子 

助教 博士（医学） 佐藤 浩二 

微生物学 
准教授 博士（薬学） 福原 正博 

准教授 博士（理学） 山口 利男 

医
療
科
学
系 

薬品分析化学 准教授 博士（医学） 中川 沙織 

薬品物理化学 教授 博士（学術） 星名 賢之助 

薬剤学 教授 博士（薬学） 久保田 隆廣 

機能形態学 
教授 博士（歯学） 山下 菊治 

准教授 博士（理学） 岩田 武男 

社会薬学 教授 博士（薬科学） 富永 佳子 

薬理学 
教授 博士（薬学） 前田 武彦 

准教授 博士（薬学） 川原 浩一 

臨床薬学 

教授 医学博士 青木 定夫 

教授 博士（薬学） 朝倉 俊成 

教授 博士（医学） 坂爪 重明 

教授 博士（薬学） 継田 雅美 

教授 博士（薬学） 齊藤 幹央 

准教授 博士（薬学） 阿部 学 

准教授 博士（薬学） 神田 循吉 

助教 博士（保健学） 内山 孝由 
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授業科目名 担当教員 授業概要 

植物分子細胞学特論 相井 

植物の体のつくりと働きについて、機能、成長・分化及び代謝産物の生産面に重点をおき解説し、

遺伝子組換え作物をはじめとする植物分子細胞学分野で得られた知見の応用について紹介する。

また、ゲノム編集技術により作出されつつある植物について概説し、社会実装の問題点や展望につ

いて議論する。 

環境工学特論 小瀬 

地球環境の保全と生活環境の安全確保に必要な基礎知識のうち、特に化学物質を対象として、最

新の測定方法と実際、環境モニタリングについて説明する。また、河川水や生活排水などの身近な

水を対象とした環境調査の実際とともに大気環境や地球環境の変動について説明する。さらに、持

続的発展が可能な社会を構築するために、資源・エネルギーに関する技術開発の現況と課題、動向

について講義する。 

応用微生物学特論 

髙 久 、 山

崎 、 田村 、

油谷、矢追 

経済的豊かさと高利便性の生活を支えてきた石油を原料とし、エネルギーを大量消費する石油リフ

ァイナリーは、化石資源枯渇、地球温暖化、ダイオキシン類による環境汚染など地球的規模の問題

を引き起こしている。そのため、カーボンニュートラル（炭素中立）で再生可能なバイオマスを用いた

環境低負荷のエネルギー・環境調和型循環産業システムによる物質生産、すなわち微生物を利用し

たバイオプロセスによる生産システム（バイオリファイナリー）への早期転換が必要である。この特論で

は、微生物の持つ潜在能力を最大限に発揮させた様々なバイオリファイナリー技術だけでなく、原料

の植物バイオマスから商品、その後の処理まで流れについても概説する。 

環境発酵微生物学特論 重松、井口 

食品産業・化学産業は(1)安全性(2)経済性(3)低環境負荷性のバランスをとりながら生産プロセスを

最適化する必要に迫られている。そのために、食品・化学品製造分野におけるバイオプロセスおよび

化学プロセスを活用した、バイオマス利活用技術、エネルギー・物質循環技術について講義を行

い、地球環境に調和したグリーンプロセスの構築について考えるための情報を提供する。本科目は、

大学院科目「応用生命科学演習」および「応用生命科学実験」に供する基礎知見を提供する位置づ

けである。 

食品安全学特論 西山 

食品の安全を毀損するハザードと食品安全の手法に関する英語文献を輪読する。授業は、受講生

によるプレゼンテーションを中心に行い。食品安全への知識と理解を深め、英語の専門書を読む技

術を向上させることを目的とする。 

有機薬化学特論 杉原  
有機化学を基軸として無機化学や生物化学との境界領域科学に関して、生体機能や薬理作用の発

現機構をはじめ効率的な創薬方法まで、薬を取り巻く化学を解説する。 

生化学特論 小室、宮本  

講義および SGD と発表では、生化学や分子生物学の基礎を確実なものとするとともに、その分野の

現状や最新の進歩について学ぶ。特論セミナーでは、大学や研究所の先生方に最新の研究を紹介

していただく。 

微生物学特論 
継 田 、 福

原 、山口  

臨床現場で問題となる微生物の基礎を説明し、感染症の予防と薬物療法の実際から問題点を挙

げ、その解決策を概説する。   

薬理学特論 

前 田 、 川

原、山下 、

岩田 

難治性疾患の病態とその治療の現況を概説し、創薬研究における最新知見の紹介と展望を講義な

らびに議論する。   

薬剤学特論 久保田 

薬を安全で有効に人体に適用し、病気の治癒に至るまでの過程に関与する薬物の動態について、

とくに薬効発現に関わる要因としての作用部位到達性の最適化という観点から、薬物動態に関わる

要因について概説する。また、製剤学・物理薬剤学に関する基礎理論、薬剤の製造、製剤設計、製

造技術の概要および製剤の品質保証に重要となる評価法について学び、最も有効で、副作用が少

なく、患者に優しい薬剤の提供に大切な内容について概説する。 

臨床化学特論 中川、内山  

臨床化学は臨床分析化学、病態生化学、機能形態学のいずれとも関係する学際的な分野である。

臨床分析化学においては、生体そのものが対象試料となり、生体内に投与された医薬品の量的変

化、病態の変化に応じた生体内成分の変動などを定量的に分析することから情報が提供される。病

態時の生体内の生化学的な代謝変化あるいは機能形態学的な側面から、臨床分析情報が解析さ

れる。これらを理解するうえで必要とされる基本的な考え方を講義するとともに、その応用に関する講

義と討論学習を行う。 

薬物動態学特論 久保田 
医薬品の適正使用を目的に臨床における薬物動態学の考え方を概説し、具体的な展開のための知

識と技能を紹介する。 

臨床薬学特論 

朝 倉 、 坂

爪、継田 、

齊藤、阿部  

薬物療法の基礎から療養指導全般における医薬品の適正使用（安全性、有用性、経済性）上の問

題点や pitfall を見出し、医薬品（医療機器）と患者との関係を学ぶ。 

2022 年度応用生命科学研究科博士前期課程未開講科目 
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応用生命科学研究科応用生命科学専攻博士後期課程の 
教育課程及び履修要領 

 

❖研究分野 

動物細胞工学、植物分子細胞学、環境工学、グリーンケミストリー、応用微生物学、食品分析学、食品

機能化学、グリーンプロセス・食品工学、食品安全学、酵素工学、分子科学 

※この研究分野は2021年度の研究室編制ならびに研究室名称の改定により、2022年度から変更になります。 

 

❖授業科目及び履修方法 

（１） 授業科目 

博士後期課程の授業科目は選択科目である「特殊講義」と必修科目である「研究リテラシーⅡ」「応用生

命科学特殊演習」及び「応用生命科学特殊実験」の３種類で構成されます（表３）。 

「研究リテラシーⅡ」は2021年度以降の入学生に配当されており（1年次）、大学院博士後期課程で研究

することの目的を学ぶとともに、各分野での研究や学生への実験指導に必要とされる高度な知識やスキル

を身に付けることを通して、高い研究能力を有し、信頼されるプロフェッショナルとして社会に貢献する資

質・能力を養います。また博士課程修了後を見据えたキャリア形成について考えます。 

「特殊講義」は、座学とディスカッションを主体とする講義です。講義は隔年で開講され、在学中に５単位

以上取得しなければなりません。履修にあたっては、当該年度に開講の選択科目の中から受講する科目

を選び指導教員と相談の上決定してください。なお、３年次では「応用生命科学特殊実験」及び博士論文

作成に集中するため、特殊講義は１、２年次に履修することが望ましいでしょう。 

「応用生命科学特殊演習」は研究室単位で行われるセミナー形式の授業であり、最新の論文の解説及

びそれぞれの研究室の教員や学生が行っている研究の途中経過の発表を行います。３年間の在学期間

を通して計６単位（2021年度以降入学生は５単位）を取得しなければなりません。 

「応用生命科学特殊実験」は、実験を主体とした３年にわたる研究活動です。３年間の在学期間を通して

計２４単位を取得しなければなりません。

 

表３の１ 応用生命科学研究科（博士後期課程）授業科目表〔令和４年度以降の入学生に適用〕 

授業科目名 単位数 修了要件 

研究リテラシーⅡ 1 必修 

動物細胞工学特殊講義 1 

５
単
位
以
上
選
択
必
修 

生体分子化学特殊講義 1 

植物分子細胞学特殊講義 1 

環境工学特殊講義 1 

グリーンケミストリー特殊講義 1 

応用微生物学特殊講義 1 

食品分析学特殊講義 1 

食品機能化学特殊講義 1 

グリーンプロセス・食品工学特殊講義 1 

食品安全学特殊講義 1 

分子科学特殊講義 1 

応用生命科学特殊演習 5 
必修 

応用生命科学特殊実験 24 

合       計 35 単位以上 
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表３の２ 応用生命科学研究科（博士後期課程）授業科目表〔令和３年度入学生に適用〕 
授業科目名 単位数 修了要件 

研究リテラシーⅡ 1 必修 

動物細胞工学特殊講義 1 

５
単
位
以
上
選
択
必
修 

ケミカルバイオロジー特殊講義 1 

植物分子細胞学特殊講義 1 

環境工学特殊講義 1 

グリーンケミストリー特殊講義 1 

応用微生物学特殊講義 1 

食品分析学特殊講義 1 

栄養生化学特殊講義 1 

グリーンプロセス・食品工学特殊講義 1 

食品安全学特殊講義 1 

食品酵素学特殊講義 1 

分子科学特殊講義 1 

応用生命科学特殊演習 5 
必修 

応用生命科学特殊実験 24 

合       計 35 単位以上 

 

表３の３ 応用生命科学研究科（博士後期課程）授業科目表〔平成 31 年度及び令和２年度の入学生に適用〕 

授業科目名 単位数 修了要件 

動物細胞工学特殊講義 1 

５
単
位
以
上
選
択
必
修 

ケミカルバイオロジー特殊講義 1 

植物分子細胞学特殊講義 1 

環境工学特殊講義 1 

グリーンケミストリー特殊講義 1 

応用微生物学特殊講義 1 

食品分析学特殊講義 1 

栄養生化学特殊講義 1 

グリーンプロセス・食品工学特殊講義 1 

食品安全学特殊講義 1 

食品酵素学特殊講義 1 

分子科学特殊講義 1 

応用生命科学特殊演習 6 
必修 

応用生命科学特殊実験 24 

合       計 35 単位以上 
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表３の４ 応用生命科学研究科（博士後期課程）授業科目表〔平成 29 年度及び平成 30 年度の入学生に

適用〕 
授業科目名 単位数 修了要件 

動物細胞工学特殊講義 1 

５
単
位
以
上
選
択
必
修 

ケミカルバイオロジー特殊講義 1 

植物分子細胞学特殊講義 1 

環境工学特殊講義 1 

グリーンケミストリー特殊講義 1 

応用微生物学特殊講義 1 

食品分析学特殊講義 1 

栄養生化学特殊講義 1 

グリーンプロセス・食品工学特殊講義 1 

食品安全学特殊講義 1 

食品酵素学特殊講義 1 

食品・作物資源利用学特殊講義 1 

分子科学特殊講義 1 

応用生命科学特殊演習 6 
必修 

応用生命科学特殊実験 24 

合       計 35 単位以上 

表３の２、表３の３、表３の４付表（表３の１授業科目との読み替え） 

表３の２、表３の３、 

表３の４授業科目名 
表３の１授業科目名 

ケミカルバイオロジー特殊講義 生体分子化学特殊講義 

栄養生化学特殊講義 食品機能化学特殊講義 

 

（２） 授業時間 

第１時限  ９：００～１０：３０ 

第２時限 １０：４０～１２：１０ 

第３時限 １３：１０～１４：４０ 

第４時限 １４：５０～１６：２０ 

第５時限 １６：３０～１８：００ 

第６時限 １８：１０～１９：４０ 

 

（３） 単位数 

特殊講義：９０分授業×８回  １単位 

特殊演習：９０分授業×１５回 ２単位 

特殊実験：９０分授業×１５回 １単位 
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（４） 授業スケジュール 

特殊講義は隔年で開講されます。隔年開講のスケジュールは表４のとおりです。 

時間割は教員と履修者の相談の上、変更になる場合があります。 

「応用生命科学特殊演習」及び「応用生命科学特殊実験」は研究室ごとに実施します。 

時間割に記載のない科目は開講しません。 

 

 

表４ 特殊講義隔年開講スケジュール 

授業科目名 偶数年度 奇数年度 

動物細胞工学特殊講義  前期 

生体分子化学特殊講義  前期 

植物分子細胞学特殊講義 後期  

環境工学特殊講義 前期  

グリーンケミストリー特殊講義  後期 

応用微生物学特殊講義 後期  

食品分析学特殊講義  後期 

食品機能化学特殊講義  前期 

グリーンプロセス・食品工学特殊講義 前期  

食品安全学特殊講義 後期  

分子科学特殊講義  前期 

 

（５） 履修申請 

年度の初めに履修申請について教務課より指示があるので、指導教員と相談の上当該年度に開講の選択

科目の中から履修する科目を選び、所定の期限内に届け出てください。 

 

（６） 成績評価 

各授業科目の成績評価は、「特殊講義」及び「応用生命科学特殊演習」では、レポート、試験、プレゼンテー

ションや質疑応答などを、「応用生物科学特殊実験」では、実験の質及び量などを、総合的に判断して各科目

の担当教員が行います。 

成績評価及び評価基準は、次のとおりです。 

区分 評価 評点 評価基準 

合格 

S（秀） 90点以上 
授業科目の到達目標を十分に達成し、特に優れて

いる 

A（優） 
80点以上 

90点未満 

授業科目の到達目標を十分に達成し、優れている 

B(良) 
70点以上 

80点未満 

授業科目の到達目標を達成している 

C(可) 
60点以上 

70点未満 

授業科目の到達目標を最低限達成している 

不合格 

D(不可) 60点未満 授業科目の到達目標を達成していない 

Y(欠) 欠 試験を欠席 

Z(否) 否 出席回数不足により単位不認定 

認定 E(認) 単位認定科目 
他の大学院で修得した科目を本大学院の単位とし

て認定 

成績は、「新潟薬科大学成績評価異議申立に関する要項」に従い、異議を申し立てることができます。 
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❖研究指導計画書 

研究指導計画書は、学生に対し、研究指導の方法及び内容並びに研究指導の計画を予め明示するも

のです。年度初めから４月末までの間に指導教員が作成しますが、学生との十分な打ち合わせの上作成

することになっていますので、指導教員の指示のもと研究指導計画書に関する打ち合わせを行ってくださ

い。作成された研究指導計画書をもとに研究を遂行していく必要があります。なお、在籍中は毎年度作成

します。 

 

❖指導教員 

指導教員は、大学院生が行う研究テーマの決定、研究の進め方、研究成果の発表、学位論文の作成

等、研究全般にわたって指導を行う教員です。原則として所属する研究室の主任教員が担当します。 

なお、２０１８年度博士後期課程入学者からは、指導教員を補佐する副指導教員が置かれ、副指導教員も

研究活動の助言を行います。副指導教員は研究テーマや学生の希望を考慮の上、決定されます。 

 

❖研究成果発表会 

博士後期課程１年次及び２年次の１２月に研究成果発表会を行います。研究室単位で、学内公開で行

います。博士後期課程の皆さんは、研究を進めるための基本的な力は身についていると思います。しか

し、研究の質を高める上で、節目節目に過去の自分のデータをまとめ、発表する機会は非常に重要です。

また、この発表会は他の研究室の教員や学生との意見交換ができるとても貴重な機会です。博士論文の

完成ならびにグレードアップに向けての重要なアドバイスを得られるよう、一層努力して発表会に臨んでく

ださい。 

 

❖博士学位論文 

「応用生命科学特殊演習」及び「応用生命科学特殊実験」の授業科目を中心に３年間進めてきた研究

成果をまとめ、博士学位論文を作成します。１月（または６月）に博士学位論文と共に博士学位論文審査願

を提出します。審査及び最終試験は審査委員との面談及び２月（または７月）に公開で行う「博士後期課程

学位論文発表会」での発表、質疑応答により行います。 

 

❖修了要件 

博士後期課程を修了するためには、本課程に３年以上在学し、３５単位以上を修得し、かつ必要な研究

指導を受け、博士学位論文の審査及び最終試験に合格しなければなりません。ただし、優れた業績をあげ

た者の在学期間については、新潟薬科大学大学院学則第７章第３８条３（1）（2）を参照してください。 

 

❖学位 

上記の修了要件を満たした者に『博士（応用生命科学）』の学位を授与します。学位論文の審査及び最

終試験の方法、その他学位に関する詳細は学位規程及び学位規程施行細則（学生便覧に掲載）に定め

られています。学年暦にも大まかな審査日程が記載されていますが、詳細については別途事務部教務課

より通知します。 

 

❖長期履修制度 

長期履修制度は、職業を有する方が仕事と学修のバランスをとりながら、標準修業年限を超えて、計画

的に無理のないペースで研究活動を行うことができるようにする制度です。応用生命科学研究科博士後期

課程では長期履修学生の修業年限を４年又は５年とし、その授業料の年額は、通常の学生の納める３年分

の授業料を修業年限の年数で除した額となります。長期履修を希望する場合は、開始年度の前年度２月

末日までに申請する必要があります（入学者は別に申請期限があります）。詳細は教務課に問い合わせて

ください。 
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新潟薬科大学大学院応用生命科学研究科博士後期課程学位論文審査基準 
 

学位論文の審査にあたっては、日頃の研究指導、学位論文発表会等を通して、主に以下

の審査項目について、審査委員会（主査及び学外の専門家１名以上を含む３名の副査）によ

る評価を行う。 

 

１．学位論文審査の評価基準 

（１） 論文の題目の適切性：論文の題目は、明確な研究目的に沿って適切に設定された課

題を端的に表していること。 

（２） 研究内容の妥当性：研究内容は、新規性、進歩性、有用性、独創性のいずれかをも 

っていること。 

（３） 情報収集能力：十分な文献や研究動向の調査を行い、自分の研究の意義や重要度

と、他研究との関連性や相違を理解できること。 

（４） 問題分析力：問題の分析に基づいた実験方法・解析方法などアプローチの方法が適

切であること。 

（５） 研究遂行能力：自ら課題を発見し、研究戦略を立案することができること。実験及びデ

ータの解析をもとに、自身の研究の論理展開が適切に遂行できること。また、実験結果・

解析結果から新たな知見を見出すことができること。 

（６） 論文作成能力：世界に向けて研究成果を発信できること。 

１） 論文の体裁：表紙、要旨、目次、章立て、結論、参考文献等が整うこと。 

２） 論理性・構成：論理が明晰に展開され、構成が体系立てられていること。 

３） 表現・体裁：引用文献、図、表などの記述が適切に表示されていること。 

 

上記した評価基準から、博士学位論文を以下の４段階で評価する。 

Ａ：優れた論文である。 

Ｂ：概ね良好な論文である。 

Ｃ：博士論文としての水準に達している。 

Ｄ：博士論文としての水準に達していない。 

 

２．最終試験の評価基準 

公開の学位論文発表会において、研究内容のプレゼンテーションと口頭試問を行い、以下

の基準により評価する。 

（１） 研究の内容について、十分に分かりやすくプレゼンテーションできること。 

（２） 関連する分野での当該研究の位置づけを明確に示すことができるとともに、将来的な

展望について論じることができること。 

（３） 関連する研究分野に関する専門的な知識を有すること。 

（４） 研究内容についての質疑に正確に応答できること。 

 

上記した評価基準から、最終試験を以下の４段階で評価する。 

Ａ：プレゼンテーションが優れており、口頭試問に対する回答が明快かつ的確である。 

Ｂ：プレゼンテーション、口頭試問に対する回答は、ともに水準に達しており、かつそれら

のいずれかに評価すべきものがある。 

Ｃ：プレゼンテーションと口頭試問に対する対応がともに水準に達している。 

Ｄ：プレゼンテーションあるいは口頭試問に対する対応のいずれかが水準に達していな 

い。 
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応用生命科学研究科博士後期課程担当教員 

  

研究分野 職名 学位 担当者 

食品分析学 教授 薬学博士 佐藤 眞治 

食品機能化学 教授 博士（農学） 松本 均 

グリーンプロセス・食品工学 教授 博士（農学） 重松 亨 

動物細胞工学 教授 博士（理学） 市川 進一 

植物分子細胞学 教授（兼） 博士（理学） 市川 進一 

応用微生物学 教授 博士（農学） 髙久 洋暁 

酵素工学 教授（兼） 博士（農学） 髙久 洋暁 

グリーンケミストリー 教授 博士（工学） 中村 豊 

環境工学 准教授 博士（工学） 小瀬 知洋 

分子科学 教授 博士（理学） 新井 祥生 
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2022年度応用生命科学研究科博士後期課程未開講科目 

 

 

授業科目名 担当教員 授業概要 

動物細胞工学特殊講義 市川 

細胞における DNA の傷害、変異、細胞死、およびこれらと関係の深い、老化やがんを含む生

活習慣病についての、現在の研究について学ぶ。また、生活習慣病や老化関連疾患の予防

および治療法についても講義を行う。講義の方法は、通常の講義、学生自身による文献の調

査に基づいた討論形式の発表、実験の見学および様々な実験データを用いたデータ解釈法

の演習、および特定の問題を解決するための実験デザイン構築の演習を行う。 

生体分子化学特殊講義 未定 

本講義では、核酸、タンパク質に続く第３の生体高分子と呼ばれる糖鎖の構造と機能につい

て学ぶ。糖鎖が分化や発生における細胞相互間および細胞-細胞外マトリックス間のシグナル

伝達や生体による異物認識など、細胞や組織さらには個体レベルでどのような役割を果たし

ているのか、具体的な例により糖鎖研究について概説する。 

グリーンケミストリー特殊講義 中村 

資源循環型社会を作るために研究されている化学的手法や現在実用化されている方法につ

いて概説し、その中でも特に環境調和型の有機合成化学に焦点を当て、それらの斬新性とと

もに問題点について講義する。 

食品分析学特殊講義 佐藤 

長寿健康社会におけるクオリティ・オブ・ライフ（QOL）の維持と改善における食の機能を解明

し、新しい機能性食品開発の方向を探る研究者を養成するための学術的背景と最新の機能

研究法等を解説する。 

食品機能化学特殊講義 松本 

食品に含まれる栄養素、機能性成分に関する最新の研究知見を広く理解し、生体の恒常性

維持と機能性向上についての役割を学ぶ。特定保健用食品、機能性表示食品、その他の健

康栄養を訴求する食品が、どのような科学的、生化学的、栄養学的および疫学的な根拠を持

っているか理解するための情報を概説する。得られた知識を元に、現在の日本人の食生活に

関して理解を深めるとともに、考えられる問題点をピックアップする。さらにこの問題点を解決

するための栄養学的な方策を立案し、発表、議論する。 

分子科学特殊講義 新井 

自然界と共存していくために、１）自然界に存在する有用化合物の単離・精製法、化学構造の

解析法、２）自然界に負荷をかけない物質変換法（固体反応）、に関する講義を行う。また、文

献を輪読して討論する時間も設ける。 
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科

（
博

士
前

期
課

程
）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

【
応

用
生

命
科

学
コ

ー
ス

】

３
．

応
用

生
命

科
学

関
連

領
域

の
高

度
な

専
門

知
識

・
技

能
４

．
問

題
発

見
・
解

決
力

５
．

社
会

貢
献

力

共
通

必
修

科
目

研
究

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

動
物

細
胞

工
学

特
論

1
◎

○
△

△
△

◎
◎

○
○

生
体

分
子

化
学

特
論

1
△

○
△

◎
△

植
物

分
子

細
胞

学
特

論
1

◎
◎

○
△

○
◎

◎
◎

◎

環
境

工
学

特
論

1
◎

◎
○

○
○

○
◎

◎
◎

有
機

合
成

化
学

特
論

1
△

△
◎

○
△

応
用

微
生

物
学

特
論

1
△

〇
△

◎
△

△

食
品

分
析

学
特

論
1

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

食
品

機
能

化
学

特
論

1
◎

〇
〇

△
〇

◎
◎

〇
△

環
境

発
酵

微
生

物
学

特
論

1
△

△
◎

〇
△

食
品

安
全

学
特

論
1

△
○

△
△

△
○

◎
◎

○

分
子

科
学

特
論

1
△

◎
△

◎
◎

○

有
機

薬
化

学
特

論
1

△
△

〇
◎

〇
〇

△

薬
品

製
造

学
特

論
1

〇
◎

〇

生
薬

・
天

然
物

化
学

特
論

1
△

△
△

△
△

○
○

○
△

生
化

学
特

論
1

△
◎

◎
○

△
◎

○
○

△

衛
生

化
学

特
論

1
△

△
〇

△
△

微
生

物
学

特
論

1
〇

○
△

△
○

○
◎

○
◎

薬
品

物
理

化
学

特
論

1
△

◎
〇

〇
△

◎
△

◎
〇

薬
品

分
析

化
学

特
論

1
〇

◎
◎

◎
〇

◎
〇

〇
〇

薬
理

学
特

論
1

○
◎

○
◎

◎
◎

◎
◎

○

薬
剤

学
特

論
1

○
△

◎
◎

○
◎

○
◎

○

臨
床

薬
剤

学
特

論
1

◎
○

○
△

○
◎

◎
◎

○

臨
床

薬
理

学
特

論
1

◎
△

〇

臨
床

医
学

特
論

Ⅰ
1

◎
○

○
△

△
○

◎
○

○

臨
床

医
学

特
論

Ⅱ
1

◎
○

○
△

△
○

◎
○

○

臨
床

化
学

特
論

1
〇

◎
◎

◎
〇

◎
〇

〇
〇

薬
物

動
態

学
特

論
1

○
△

◎
◎

○
◎

○
◎

○

臨
床

薬
学

特
論

1
◎

△
○

◎
◎

◎
△

△
◎

応
用

生
命

科
学

演
習

9
△

〇
△

△
◎

〇
◎

応
用

生
命

科
学

実
験

1
5

◎
◎

◎
◎

◎
〇

◎
◎

◎

3
0
単

位
以

上

応
用

生
命

科
学

コ
ー

ス

修
了

要
件

・
食

品
科

学
、

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
、

生
命

化
学

及
び

環
境

化
学

に
関

す
る

高
度

な
専

門
知

識
・
技

能
を

修
得

す
る

。

・
食

品
科

学
、

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
、

生
命

化
学

及
び

環
境

化
学

関
連

領
域

に
お

け
る

諸
問

題
を

発
見

し
、

必
要

な
情

報
を

収
集

・
評

価
し

て
論

理
的

思
考

を
も

と
に

研
究

計
画

を
立

て
、

柔
軟

な
思

考
と

深
い

洞
察

に
基

づ
い

て
研

究
を

遂
行

で
き

る
。

・
前

例
の

な
い

課
題

に
対

し
て

も
積

極
的

に
取

り
組

み
、

解
決

に
向

け
た

方
策

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

授
業

科
目

区
分

応
用

生
命

科
学

コ
ー

ス
選

択
必

修
科

目

薬
科

学
コ

ー
ス

選
択

必
修

科
目

必
修

-３ 単 位 以 上 選 択 必 修

５ 単 位 以 上 選 択 必 修 （ 他 コ ー ス 特 論 か ら 選 択 可 ）

単
位

必
修

教
育

研
究

上
の

目
的

：
応

用
生

命
科

学
研

究
科

は
、

食
品

、
農

業
、

環
境

、
創

薬
、

医
療

及
び

保
健

衛
生

等
の

生
命

が
関

わ
る

分
野

並
び

に
理

科
教

育
の

各
分

野
に

お
け

る
高

度
な

研
究

能
力

を
有

し
、

信
頼

さ
れ

る
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

と
し

て
社

会
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

学
位

授
与

の
方

針
：

食
品

、
農

業
、

環
境

、
創

薬
、

医
療

及
び

保
健

衛
生

に
関

わ
る

科
学

、
並

び
に

生
命

科
学

を
中

心
と

し
た

理
科

中
等

教
育

に
お

い
て

、
信

頼
さ

れ
る

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
と

し
て

社
会

に
貢

献
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
本

研
究

科
の

課
程

を
修

め
、

修
了

要
件

と
し

て
定

め
た

単
位

を
修

得
し

、
以

下
の

資
質

・
能

力
を

備
え

、
か

つ
、

修
士

学
位

論
文

の
審

査
及

び
最

終
試

験
に

合
格

し
た

者
に

「修
士

（
応

用
生

命
科

学
）
」
の

学
位

を
授

与
す

る
。

◎
：
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

達
成

へ
向

け
、

特
に

重
要

な
事

項
、

○
：
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

達
成

へ
向

け
、

重
要

な
事

項
、

△
：
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

達
成

へ
向

け
、

望
ま

し
い

事
項

１
．

 プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
２

．
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力

・
社

会
が

抱
え

る
諸

問
題

を
客

観
的

・
数

量
的

に
分

析
し

、
そ

の
本

質
を

捉
え

、
科

学
的

・
論

理
的

な
思

考
に

基
づ

く
解

決
策

の
提

案
を

通
し

て
、

信
頼

さ
れ

る
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

と
し

て
社

会
の

発
展

に
貢

献
で

き
る

。

・
信

頼
さ

れ
る

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
と

し
て

社
会

に
貢

献
す

る
使

命
感

を
も

ち
、

法
令

を
遵

守
し

、
応

用
生

命
科

学
に

携
わ

る
研

究
者

を
目

指
す

者
と

し
て

の
倫

理
観

を
も

っ
て

行
動

で
き

る
。

・
常

に
自

己
を

評
価

・
省

察
し

、
自

己
研

鑽
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
後

進
指

導
の

重
要

性
を

理
解

し
、

次
世

代
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
他

者
を

尊
重

し
、

協
調

・
協

働
的

に
課

題
を

解
決

す
る

こ
と

が
で

き
る

良
好

な
人

間
関

係
を

構
築

で
き

る
。

・
外

国
語

文
献

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
さ

ら
に

研
究

内
容

に
つ

い
て

討
議

し
、

研
究

成
果

を
発

信
で

き
る

。

1/
4



新
潟

薬
科

大
学

大
学

院
応

用
生

命
科

学
研

究
科

（
博

士
前

期
課

程
）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

【
薬

科
学

コ
ー

ス
】

３
．

薬
科

学
関

連
領

域
の

高
度

な
専

門
知

識
・
技

能
４

．
問

題
発

見
・
解

決
力

５
．

社
会

貢
献

力

共
通

必
修

科
目

研
究

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1

有
機

薬
化

学
特

論
1

△
△

〇
◎

◎
〇

△

薬
品

製
造

学
特

論
1

〇
◎

〇

生
薬

・
天

然
物

化
学

特
論

1
△

△
△

△
△

○
○

○
△

生
化

学
特

論
1

△
◎

◎
○

△
◎

○
○

△

衛
生

化
学

特
論

1
△

△
〇

△
△

微
生

物
学

特
論

1
◎

○
△

△
○

○
◎

◎
◎

薬
品

物
理

化
学

特
論

1
△

◎
〇

〇
△

◎
△

◎
〇

薬
品

分
析

化
学

特
論

1
◎

◎
◎

◎
〇

◎
◎

〇
〇

薬
理

学
特

論
1

○
◎

○
◎

◎
◎

◎
◎

○

薬
剤

学
特

論
1

○
△

◎
◎

○
◎

○
◎

○

臨
床

薬
剤

学
特

論
1

◎
○

○
△

○
◎

◎
◎

○

臨
床

薬
理

学
特

論
1

◎
◎

○

臨
床

医
学

特
論

Ⅰ
1

◎
○

△
○

○
○

◎
◎

○

臨
床

医
学

特
論

Ⅱ
1

◎
○

△
○

○
○

◎
◎

○

臨
床

化
学

特
論

1
◎

◎
◎

◎
〇

◎
◎

〇
〇

薬
物

動
態

学
特

論
1

○
△

◎
◎

○
◎

○
◎

○

臨
床

薬
学

特
論

1
◎

△
◎

△
◎

◎
◎

◎
◎

動
物

細
胞

工
学

特
論

1
◎

○
△

△
△

◎
○

○
○

生
体

分
子

化
学

特
論

1
△

○
△

◎
△

植
物

分
子

細
胞

学
特

論
1

◎
◎

○
△

○
◎

○
○

○

環
境

工
学

特
論

1
◎

◎
○

○
○

○
◎

◎
◎

有
機

合
成

化
学

特
論

1
△

△
◎

○
△

応
用

微
生

物
学

特
論

1
△

〇
△

◎
△

△

食
品

分
析

学
特

論
1

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

食
品

機
能

化
学

特
論

1
◎

〇
〇

△
〇

◎
◎

〇
△

環
境

発
酵

微
生

物
学

特
論

1
△

△
◎

〇
△

食
品

安
全

学
特

論
1

△
○

△
△

△
○

◎
◎

○

分
子

科
学

特
論

1
△

◎
△

◎
◎

○

薬
科

学
演

習
9

〇
〇

〇
△

薬
科

学
実

験
1
5

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

薬
科

学
コ

ー
ス

必
修

単
位

3
0
単

位
以

上

応
用

生
命

科
学

コ
ー

ス
選

択
必

修
科

目
-

５ 単 位 以 上 選 択 必 修 （ 他 コ ー ス 特 論 か ら 選 択 可 ）

薬
科

学
コ

ー
ス

選
択

必
修

科
目

３ 単 位 以 上 選 択 必 修

必
修

・
社

会
が

抱
え

る
諸

問
題

を
客

観
的

・
数

量
的

に
分

析
し

、
そ

の
本

質
を

捉
え

、
科

学
的

・
論

理
的

な
思

考
に

基
づ

く
解

決
策

の
提

案
を

通
し

て
、

信
頼

さ
れ

る
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

と
し

て
社

会
の

発
展

に
貢

献
で

き
る

。

教
育

研
究

上
の

目
的

：
応

用
生

命
科

学
研

究
科

は
、

食
品

、
農

業
、

環
境

、
創

薬
、

医
療

及
び

保
健

衛
生

等
の

生
命

が
関

わ
る

分
野

並
び

に
理

科
教

育
の

各
分

野
に

お
け

る
高

度
な

研
究

能
力

を
有

し
、

信
頼

さ
れ

る
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

と
し

て
社

会
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

学
位

授
与

の
方

針
：

食
品

、
農

業
、

環
境

、
創

薬
、

医
療

及
び

保
健

衛
生

に
関

わ
る

科
学

、
並

び
に

生
命

科
学

を
中

心
と

し
た

理
科

中
等

教
育

に
お

い
て

、
信

頼
さ

れ
る

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
と

し
て

社
会

に
貢

献
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
本

研
究

科
の

課
程

を
修

め
、

修
了

要
件

と
し

て
定

め
た

単
位

を
修

得
し

、
以

下
の

資
質

・
能

力
を

備
え

、
か

つ
、

修
士

学
位

論
文

の
審

査
及

び
最

終
試

験
に

合
格

し
た

者
に

「修
士

（
応

用
生

命
科

学
）
」
の

学
位

を
授

与
す

る
。

◎
：
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

達
成

へ
向

け
、

特
に

重
要

な
事

項
、

○
：
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

達
成

へ
向

け
、

重
要

な
事

項
、

△
：
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

達
成

へ
向

け
、

望
ま

し
い

事
項

１
．

 プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
２

．
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力

区
分

授
業

科
目

修
了

要
件

・
信

頼
さ

れ
る

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
と

し
て

社
会

に
貢

献
す

る
使

命
感

を
も

ち
、

法
令

を
遵

守
し

、
薬

科
学

に
携

わ
る

研
究

者
を

目
指

す
者

と
し

て
の

倫
理

観
を

も
っ

て
行

動
で

き
る

。

・
前

例
の

な
い

課
題

に
対

し
て

も
積

極
的

に
取

り
組

み
、

解
決

に
向

け
た

方
策

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
常

に
自

己
を

評
価

・
省

察
し

、
自

己
研

鑽
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
後

進
指

導
の

重
要

性
を

理
解

し
、

次
世

代
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
他

者
を

尊
重

し
、

協
調

・
協

働
的

に
課

題
を

解
決

す
る

こ
と

が
で

き
る

良
好

な
人

間
関

係
を

構
築

で
き

る
。

・
外

国
語

文
献

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
さ

ら
に

研
究

内
容

に
つ

い
て

討
議

し
、

研
究

成
果

を
発

信
で

き
る

。

・
創

薬
科

学
、

環
境

科
学

、
医

療
及

び
保

健
衛

生
に

関
す

る
高

度
な

専
門

知
識

・
技

能
を

修
得

す
る

。

・
創

薬
科

学
、

環
境

科
学

、
医

療
及

び
保

健
衛

生
関

連
領

域
に

お
け

る
諸

問
題

を
発

見
し

、
必

要
な

情
報

を
収

集
・
評

価
し

て
論

理
的

思
考

を
も

と
に

研
究

計
画

を
立

て
、

柔
軟

な
思

考
と

深
い

洞
察

に
基

づ
い

て
研

究
を

遂
行

で
き

る
。

2
/
4



新
潟

薬
科

大
学

大
学

院
応

用
生

命
科

学
研

究
科

（
博

士
前

期
課

程
）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

【
理

科
教

職
専

修
コ

ー
ス

】

３
．

理
科

教
育

学
関

連
領

域
の

高
度

な
専

門
知

識
・
技

能
４

．
問

題
発

見
・
解

決
力

５
．

教
育

実
践

力

研
究

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅰ

1
必

修
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

動
物

細
胞

工
学

特
論

1
○

○
△

△
△

◎
○

○
○

生
体

分
子

化
学

特
論

1
△

△
○

◎
○

植
物

分
子

細
胞

学
特

論
1

◎
◎

○
△

○
◎

◎
◎

◎

環
境

工
学

特
論

1
◎

◎
○

○
○

○
◎

◎
◎

有
機

合
成

化
学

特
論

1
△

△
◎

応
用

微
生

物
学

特
論

1
△

〇
△

◎
△

△

環
境

発
酵

微
生

物
学

特
論

1
△

△
◎

〇
△

分
子

科
学

特
論

1
△

◎
△

◎
◎

○

生
物

学
特

論
1

○
○

◎
◎

○
△

○

教
育

社
会

学
特

論
1

○
○

△
△

○
◎

◎
○

理
科

教
育

法
特

論
5

○
○

△
△

○
◎

◎
○

教
育

臨
床

実
習

事
前

事
後

講
義

2
◎

◎
○

◎
◎

○
◎

教
育

臨
床

実
習

4
◎

◎
○

◎
◎

○
◎

理
科

教
職

実
験

5
〇

〇
〇

△
△

△
◎

◎
〇

理
科

教
職

演
習

A
5

〇
〇

〇
〇

◎
△

◎
〇

◎

理
科

教
職

演
習

B
5

〇
〇

〇
〇

◎
△

〇
〇

◎

3
0
単

位
以

上７ 単 位 以 上 選 択 必 修 必
修

5
単

位
１

科
目

選
択

必
修

・
後

進
指

導
の

重
要

性
を

理
解

し
、

次
世

代
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
他

者
を

尊
重

し
、

協
調

・
協

働
的

に
課

題
を

解
決

す
る

こ
と

が
で

き
る

良
好

な
人

間
関

係
を

構
築

で
き

る
。

・
学

校
現

場
を

は
じ

め
と

す
る

教
育

関
係

者
と

協
働

し
、

さ
ら

に
研

究
内

容
に

つ
い

て
討

議
し

、
研

究
成

果
を

発
信

で
き

る
。

・
理

科
の

各
分

野
と

理
科

教
育

を
中

心
と

し
た

教
育

学
に

関
す

る
高

度
な

専
門

知
識

・
技

能
を

修
得

す
る

。

・
理

科
教

育
学

関
連

領
域

に
お

け
る

諸
問

題
を

発
見

し
、

必
要

な
情

報
を

収
集

・
評

価
し

て
論

理
的

思
考

を
も

と
に

研
究

計
画

を
立

て
、

柔
軟

な
思

考
と

深
い

洞
察

に
基

づ
い

て
研

究
を

遂
行

で
き

る
。

・
学

校
や

生
徒

の
実

態
を

把
握

し
、

主
体

的
に

学
校

教
育

活
動

に
参

画
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
教

育
改

革
の

潮
流

を
捉

え
、

新
し

い
学

校
教

育
を

企
画

し
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

教
育

研
究

上
の

目
的

：
応

用
生

命
科

学
研

究
科

は
、

食
品

、
農

業
、

環
境

、
創

薬
、

医
療

及
び

保
健

衛
生

等
の

生
命

が
関

わ
る

分
野

並
び

に
理

科
教

育
の

各
分

野
に

お
け

る
高

度
な

研
究

能
力

を
有

し
、

信
頼

さ
れ

る
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

と
し

て
社

会
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

学
位

授
与

の
方

針
：

食
品

、
農

業
、

環
境

、
創

薬
、

医
療

及
び

保
健

衛
生

に
関

わ
る

科
学

、
並

び
に

生
命

科
学

を
中

心
と

し
た

理
科

中
等

教
育

に
お

い
て

、
信

頼
さ

れ
る

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
と

し
て

社
会

に
貢

献
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
本

研
究

科
の

課
程

を
修

め
、

修
了

要
件

と
し

て
定

め
た

単
位

を
修

得
し

、
以

下
の

資
質

・
能

力
を

備
え

、
か

つ
、

修
士

学
位

論
文

の
審

査
及

び
最

終
試

験
に

合
格

し
た

者
に

「
修

士
（
応

用
生

命
科

学
）
」
の

学
位

を
授

与
す

る
。

◎
：
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

達
成

へ
向

け
、

特
に

重
要

な
事

項
、

○
：
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

達
成

へ
向

け
、

重
要

な
事

項
、

△
：
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

達
成

へ
向

け
、

望
ま

し
い

事
項

１
．

 プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
２

．
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力

授
業

科
目

修
了

要
件

・
信

頼
さ

れ
る

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
と

し
て

社
会

に
貢

献
す

る
使

命
感

を
も

ち
、

法
令

を
遵

守
し

、
高

度
専

門
職

業
人

た
る

教
員

と
し

て
の

倫
理

観
を

も
っ

て
行

動
で

き
る

。

・
前

例
の

な
い

課
題

に
対

し
て

も
積

極
的

に
取

り
組

み
、

解
決

に
向

け
た

方
策

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
常

に
自

己
を

評
価

・
省

察
し

、
自

己
研

鑽
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

。

単
位

3
/
4



新
潟

薬
科

大
学

大
学

院
応

用
生

命
科

学
研

究
科

（
博

士
後

期
課

程
）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

３
．

応
用

生
命

科
学

関
連

領
域

の
先

進
的

専
門

知
識

・
技

能
４

．
問

題
発

見
・
解

決
力

５
．

社
会

貢
献

力

研
究

リ
テ

ラ
シ

ー
Ⅱ

1
必

修
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

動
物

細
胞

工
学

特
殊

講
義

1
◎

○
△

△
○

◎
◎

○
○

生
体

分
子

化
学

特
殊

講
義

1
△

○
△

◎
○

植
物

分
子

細
胞

学
特

殊
講

義
1

◎
◎

○
△

○
◎

◎
◎

◎

環
境

工
学

特
殊

講
義

1
◎

◎
◎

◎
○

◎
◎

◎
◎

グ
リ

ー
ン

ケ
ミ

ス
ト

リ
ー

特
殊

講
義

1
△

◎
○

△

応
用

微
生

物
学

特
殊

講
義

1
△

〇
△

◎
△

△

食
品

分
析

学
特

殊
講

義
1

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

食
品

機
能

化
学

特
殊

講
義

1
◎

〇
〇

〇
〇

◎
◎

〇
△

グ
リ

ー
ン

プ
ロ

セ
ス

・
食

品
工

学
特

殊
講

義
1

△
△

◎
〇

△

食
品

安
全

学
特

殊
講

義
1

○
△

○
△

△
○

○
◎

◎

分
子

科
学

特
殊

講
義

1
△

◎
△

◎
◎

○

応
用

生
命

科
学

特
殊

演
習

5
△

〇
△

△
◎

〇
◎

応
用

生
命

科
学

特
殊

実
験

24
◎

◎
◎

◎
◎

〇
◎

◎
◎

3
5
単

位
以

上

必
修５ 単 位 以 上 選 択 必 修

・
他

者
を

尊
重

し
、

協
調

・
協

働
的

に
課

題
を

解
決

す
る

こ
と

が
で

き
る

良
好

な
人

間
関

係
を

構
築

で
き

る
。

・
外

国
語

文
献

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
さ

ら
に

研
究

内
容

に
つ

い
て

討
議

し
、

研
究

成
果

を
発

信
で

き
る

。

・
食

品
科

学
、

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
、

生
命

化
学

及
び

環
境

化
学

に
関

す
る

極
め

て
高

度
で

先
進

的
な

専
門

知
識

・
技

能
を

修
得

す
る

。

・
食

品
科

学
、

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
、

生
命

化
学

及
び

環
境

化
学

関
連

領
域

に
お

け
る

諸
問

題
を

発
見

し
、

そ
れ

ら
の

解
決

に
必

要
な

情
報

を
収

集
・
評

価
し

て
論

理
的

思
考

を
も

と
に

研
究

計
画

を
立

て
、

柔
軟

な
思

考
と

深
い

洞
察

に
基

づ
い

て
研

究
を

遂
行

し
、

諸
問

題
を

解
決

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
社

会
が

抱
え

る
諸

問
題

を
客

観
的

・
数

量
的

に
分

析
し

、
そ

の
本

質
を

捉
え

、
科

学
的

・
論

理
的

な
思

考
に

基
づ

く
解

決
策

の
提

案
及

び
研

究
成

果
を

通
し

て
、

信
頼

さ
れ

る
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

と
し

て
社

会
の

発
展

に
貢

献
で

き
る

。

教
育

研
究

上
の

目
的

：
応

用
生

命
科

学
研

究
科

は
、

食
品

、
農

業
、

環
境

、
創

薬
、

医
療

及
び

保
健

衛
生

等
の

生
命

が
関

わ
る

分
野

並
び

に
理

科
教

育
の

各
分

野
に

お
け

る
高

度
な

研
究

能
力

を
有

し
、

信
頼

さ
れ

る
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

と
し

て
社

会
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

学
位

授
与

の
方

針
：

食
品

、
農

業
、

環
境

及
び

健
康

に
関

わ
る

科
学

及
び

そ
の

関
連

領
域

に
お

い
て

信
頼

さ
れ

る
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

と
し

て
社

会
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

本
研

究
科

の
課

程
を

修
め

、
修

了
要

件
と

し
て

定
め

た
単

位
を

修
得

し
、

以
下

の
資

質
・
能

力
を

備
え

、
か

つ
、

博
士

学
位

論
文

の
審

査
及

び
最

終
試

験
に

合
格

し
た

者
に

「
博

士
（
応

用
生

命
科

学
）
」
の

学
位

を
授

与
す

る
。

◎
：
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

達
成

へ
向

け
、

特
に

重
要

な
事

項
、

○
：
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

達
成

へ
向

け
、

重
要

な
事

項
、

△
：
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

達
成

へ
向

け
、

望
ま

し
い

事
項

１
．

 プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
２

．
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力

授
業

科
目

修
了

要
件

・
信

頼
さ

れ
る

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
と

し
て

社
会

に
貢

献
す

る
使

命
感

を
も

ち
、

法
令

を
遵

守
し

、
応

用
生

命
科

学
に

携
わ

る
研

究
者

と
し

て
の

倫
理

観
を

も
っ

て
行

動
で

き
る

。

・
前

例
の

な
い

課
題

に
対

し
て

も
積

極
的

に
取

り
組

み
、

解
決

に
向

け
た

方
策

を
考

え
実

行
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
常

に
自

己
を

評
価

・
省

察
し

、
自

己
研

鑽
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
後

進
指

導
の

重
要

性
を

理
解

し
、

次
世

代
を

担
う

研
究

者
を

育
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

単
位
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